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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「天地無用！」のこと　あとがきにかえて










プロローグ









　この世のすべての音までが凍こおりついたように、ただシンシンと雪が降ふり続いている。

　雪雲に覆おおわれた黒い空から、とめどなく落ちてくる白い化け身しんは、地上のものをことごとく白色に染め尽つくそうとしていた。

　不意に張りつめた空気を震ふるわせ、どこからか微かすかな声が聞こえてくる。

　耳をすましてみると、それは小さな男の子のようだ。

「アハハハ、ウフフフ、ハハハハッ……」

　次し第だいにその声は、はっきりと聞こえてきた。

　よく見ると、見み覚おぼえのある神社の境けい内だいだ。男の子が降りしきる雪を、小さな手でつかもうと、両手を空にかざし一人戯たわむれている。

『どこの子だろう……』

　ジッと見つめるが、顔がぼやけて見えない。

　思わず駆かけ寄ろうとした瞬しゆん間かん……静かに降っていた雪が、突然、激しく舞まった。

　一寸先が見えなくなってしまった。

　戸と惑まどいながら目を凝こらしていると、少しずつあたりがはっきりしてきた。

　どうやら同じ場所に、同じ男の子が立っているようだ。が、どこか様よう子すが違う。

　さっきまで、あんなに楽しそうにはしゃいでいたのに……。

「ウッウッウッ……」

　何かを必死に耐たえようとしているが、抑おさえ切れないほどの深い悲しみなのか？

　しゃくり上げるような泣き声が、絶たえ間なく漏もれていた。

　いわれもない切なさに駆られ、もう一度、近寄ろうとした。が、どうしても近づけない……。

　声を出そうとするが、声にならなかった。

　男の子が泣きながら、何か呟つぶやいている。

「○○○○○！」

　その言葉を、はっきりと耳にすることはできなかった。しかし、激しく心が揺ゆれた。何かが自分の中で弾はじけ飛んだ。

「あなたは誰だれ？　何が言いたいの？」
















　心の中で叫んでいる言葉が、声にならない。

　次の瞬間、様々な記憶デ・ジヤ・ヴがフラッシュし、一瞬にして消えていってしまった。




　白いレースのカーテンの隙すき間まから漏れる薄い光が、まだ朝が早いことを教えてくれている。ボンヤリとした意識が、少しずつ目め覚ざめる。眠りの闇やみの中から浮かび上がる風景が、見み慣なれた部屋の天てん井じようであることにホッとした。

　頭を少し起こしてみる。

「……またあの夢だわ……一体何なのかしら……」

　ふと机の上に目をやると、昨夜ゆうべやりかけの、古文のノートが開きっぱなしだ。

　壁かべには万ばん国こく博はく覧らん会かいのポスターや、今をときめく人気フォークグループのポスターが貼はってある。

　無む造ぞう作さにテニスラケットが床ゆかに置いてあった。

　どこを見ても何事もない、平へい凡ぼんな一日の始まりを予告していた。

　でも、今見た夢を何なに気げなく片づけてしまうには、あまりにも胸のうずきがあった。

　どこかで見たあの光景。

　どうしても思い出せない記き憶おく。

　苛いら立だつ気持ちを抑えようと、大きく深呼吸してみる。

　と、頰ほおに涙の跡あとがあることに気づく。

　この涙が語ろうとしているものは、なに？

「一体、あの子は……」

　ここ数日、繰くり返して見る夢を、いくら分ぶん析せきしてみてもどうしても分からない。

　記憶にない、悲しい思いをたどることなど、しないほうがいいのかも。

　自分自身、多感な年頃だと自じ嘲ちようして、もう一度大きく伸びをする。

「ちょっと早いけど、朝ごはんの支し度たくでもするか！」

　スラリと伸びた足を空くうに上げ、下ろす反動で布ふ団とんから少女は飛び起きた。

　柾まさ木き阿あ知ち花か、17歳。

　花も恥はじらう、青春真まっ只ただ中なかの現げん役えき女子高生。

　あまりにも普通で平和な日々を送る少女は、この時、自分の身に待ち受けている、強きよう烈れつな運命のイタズラを知る由よしもなかった。

　季節は、少しずつ春の気け配はいをましていた。








第１章　西せい暦れき１９７０年の世界









　頃は春。

〝春しゆん眠みん、暁あかつきを覚おぼえず〟のたとえを地で行くかのように、のどかなあくびが聞こえた。

　もう、昼ひる時どきである。

　一人の男が一件の家に向かって歩いてきた。

「ふあ～っ！」

　もう一度大きなあくびをすると、首を二度三度回し、肩を上下に揺すった。

　玉たま砂じや利りの音を規則正しく立てながら、家の前まで来ると、くるりと回れ右をした。

　おもむろに手を腰にあてると、背を反そらしてニッと微ほほ笑えんだ。

　見た目の歳としのわりには柔らかい体だ。

　見み慣なれた家が逆さかさまに映うつった。

　その家は、いわゆる日本の木造建築で、門構がまえも、鬼がわらも、この家が相当に立りつ派ぱなものであることを物語っていたが、いかんせん古い。

　手入れは怠おこたっていないようだが、家の大きさに比べ、人の気け配はいは少なく、森しん閑かんとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　男は黙だまって家の中に入っていった。

　どうやら同じ敷地内にある神社の宮ぐう司じで、昼飯を採とりに自宅に戻って来たらしい。

「いやー、どうもいかん。つい居眠りをして、昼をぬくところだった。わしも年かな」

　ぼそっとつぶやいた。

　家の中には人の気配はなく、台所にも調理をする物音はなかった。

　男は、台所に入ると、フキンのかかったテーブルの上のおひつの蓋ふたを開けた。

　今け朝さ、炊たいたものらしい銀シャリが輝いている。

　続いて冷蔵庫を開けると、昨日きのうの残り物の、うまそうな煮物や漬つけ物ものが入っている。

　男一人が軽い昼食を採るには十分だったが、何かひらめいたらしく冷蔵庫を閉めると、流しの上の引き戸を開け、なにやら取り出し、フッと目を細めた。

　男が取り出した発はつ泡ぽうスチロールのカップには、〝カップヌードル〟という文字が読み取れる。

　流は行やり物に弱い性格なのだ。

　男は、名を柾まさ木き勝かつ仁ひとという。

　そう、我われらが〝天てん地ちのじっちゃん〟である。

　勝仁はやかんに勢いよく水を入れるとコンロの上にのせ、栓せんをおもいきりよくひねった。




　静けさを破って突然、細く開いたままの玄関の外からニギニギしい声が聞こえてくる。

　家の前では、いつのまにか無責任極きわまりない奴やつら、イヤ失礼、皆さんが無責任極まりない意見を戦わせていた。

　ご存じ宇宙人に化け物女にギャラクシーポリスの刑事たちである。

「なんだよ～、この薄うす汚ぎたないボロ屋は。噓うそだろ～、宇宙一の海かい賊ぞくのアタシが、何だってこんな小こ汚ぎたない家に泊とまんなきゃなんないんだよ」

　おそらく、これまでにこの家が受けた評価の中で、一番ひどいであろう罵ば倒とうを浴あびせたこの女は、魎りよう呼こ。

　元宇宙海賊の怪かい力りき女で、おまけに壁抜けや空間移動さえ朝飯前の化け物である。

　まばゆいばかりのナイスバディをこれみよがしに、ことあるごとに天地に迫せまりくる自称宇宙一のいい女でもある。

「まあ、下品なおっしゃりようね。それにしても26年前というと、辺へん境きようの地球もさらに鄙ひなびておりますわねえ」

　魎呼の家に対する暴言を下品だとたしなめながら、自分は地球全ぜん般ぱんを批判する、この女は、阿あ重え霞か。

　宇宙広しといえども、さぞ最先端をいっているであろう樹じゆ雷らい皇おう家けの第一皇おう女じよ、噓うそ、偽いつわりのない正しよう真しん正しよう銘めいのホンマもんの姫君である。

　ちょっと、くどかったか。

「てめえ、どっちが下品なんだよ」

　とたんに火花がバチバチとはじけ飛んだ。

　とうに日常化した魎呼と阿重霞のこの種のやり取りは、もう芸術的間ま合あいで、息もピッタリ。

　他の者たちは多分に食しよく傷しよう気ぎ味みだが、そんなことおかまいなく二人は結けつ構こう楽しんでいるようだ。

「お姉様たち、そんなこと言っちゃ悪いよ。天地兄ちゃんの生まれた家なんだから。なんだか秘ひ境きようの民宿みたいでいいじゃない」

　前ぜん述じゆつの二人をたしなめながら、無む邪じや気きな発言で家のプライドをノックアウトする少女は、砂さ沙さ美みちゃん。

　阿重霞の妹で、樹雷星の第二皇女である。

「ねえ、ねえ、ここって天地さんの家の周りに似てませんか～」

「当たり前でしょっ。ここは、26年前の天地さんの家の前なのっ」

「え～、私たち、どうしてこんなとこに来ちゃったのお。１９９６年の地球の警備があるのに～、ヤダ～」

「だからそれは、何度も説明したように、天地さんのお母さんが……。あ～、もういいわ。後でゆっくり説明してあげるから」

　漫まん才ざいを繰くり広げている女二人は、美み星ほしとその相あい方かたの清きよ音ね。

　こう見えても、二人ともギャラクシーポリスの敏びん腕わん刑事である。

　と、思っているのは当人たちだけだが。

　その天下一品、宇宙絶品のボケとツッコミは銀河漫才大賞もので、いつも期待通りの迷コンビぶりを披ひ露ろうしてくれる〝あぶない刑事さん〟たちなのである。

　さてどっちが美星の発言で、どっちが清音の発言であるかは、賢けん明めいな読者には自明の理なので、説明は割かつ愛あいさせていただきたい。

　そして、もう一人。

　いや、もう一匹。

「ミャア、ミャア、ミャア～」

　彼女は、魎りよう皇おう鬼き。

　見かけは長い耳がキュートなアニマルだが、正体は、魎呼の宇宙船。

　ニンジンが大好物である。

　そしてそして、忘れてはいけない主人公、柾木天地。

　決して忘れていたわけではないが、何な故ぜか今回は少々影が薄い。

　いずれそのわけも次し第だいに明かされよう。




　というわけで、ひとしきり自分たちの主張を終えると、魎呼と阿重霞が玄関の呼び鈴りんを押した。

　どちらが押すのかということで、もうひと悶もん着ちやくあったことは言うまでもない。

「いてえ～！　てめえ、わざと人の指を押しやがったな」

「あ～ら、わたくしが押そうとしたのに、魎呼さんのお指さんが割り込んだんじゃありませんか」

「このへりくつ女にゃ、どたまにくるぜ」

「まあ～、ますます頭がおかしくなったらもう絶望的ですわよ」

「貴様！　その口にファスナーつけてやる！」

「二人ともいいかげんにしろよ！」

　天地はたしなめておいて、他の三人プラス一匹と、物もの陰かげへ身をひそめた。

「ピンポーン！」

　何なに故ゆえ、カップヌードルは箸はしではなく、透明のプラスチック製のフォークを使用するのかを考えながら、最後のスープをすすっていた勝仁は、呼び鈴の音を聞き、ふと険けわしい表情になった。

　遥はるか彼方かなたの、苦にがい想いを見み据すえるようなその横顔は、一いつ介かいの宮司のものとは思えなかったが、おいしいものを食べているのに邪じや魔まされて怒っているオヤジには十分見えた。

　仕方なく立ち上がった勝仁は、玄関へと赴おもむいた。

「どなたかな？」

　問いかけながら玄関を開けた途と端たん、プシューッ!!

　阿重霞が何やら怪あやしげな（コックローチに似た）スプレーを勝仁に吹きかけた。

　が、表面上は何事も起こりはしなかった。

（あら、期待はずれ？）

　勝仁が玄関を開けると、そこには高校生の娘と同じくらいの年とし格かつ好こうの美少女が二人、立っていた。

　一人は現代的な感じでちょっと不良っぽいが、意外に純じゆん粋すいで美しい瞳ひとみをしている。褒ほめすぎたかな？

　そして、もう一人はいかにも良家のお嬢さんといった感じの純日本風の顔だちだった。

「あの、私たち、学校の先生に紹介していただいて伺うかがったのですけれど……」

　純日本風の方が口を開いた。

「先生に？」

「はい」

「とにかく、玄関先では何だからお入りなさい」

「ありがとうございます」

「ところで、昼飯はもう済すまされましたかな？　まだでしたら、ご一いつ緒しよにどうかな」

　唐とう突とつなことには慣れっこの二人であったが、脈みやく絡らくがないわりには、どこか迫はく力りよくのある言葉に一いつ瞬しゆんたじろいだ。

　この時の勝仁の心理状態を分かるはずもなかったが、二人は本能的にうなずいていた。

　というより、本当におなかがすいていたのだった。




　勝仁、阿重霞、魎呼の三人は、柾木家の茶の間に座すわっていた。

　三人の前には、それぞれお湯を入れて、あとは３分間待つだけの、カップヌードルとプラスチック製の透明フォークが置かれている。

「さあさあ、腹が減っては戦いくさじゃなくて、話もできません。食べながら伺いましょう。丁ちよう度ど、食事の相手が欲しかったところです」

　勝仁は、二杯目を食べる口実ができて、上じよう機き嫌げんだった。

　どうもこの新しい味に、ハマってしまったようだ。

「ありがとうございます。わたくし、申し遅れましたが、阿重霞と申します。隣となりにおりますのが、従い姉と妹この魎呼です。従姉妹のわたくしが申し上げますのも何ですが、まあとんだ乱暴者の不良でして、ついに両親にも匙さじを投げられ、慈じ悲ひ深いわたくしの両親が引き取ったのですが……」

「てめえ、おとなしく聞いてりゃ、なんだと～！　じいさん、聞いてくれよ。こいつの家は成なり金きんだったんだが、悪徳の限りがばれて、ついに一家離り散さん！　可か哀わい想そうに思ったあたしの両親が……」

「なんですってーっ!!」

　二人の口論が、取っ組み合いに発展するかと思った矢先、落ち着いた口く調ちようで勝仁が重々しく言った。

「それは複雑なご事情ですなあ。まあ、麵めんが伸びないうちにどうぞ」

　そして、自分のカップヌードルの蓋ふたを開くとズズーッとフォークで麵をすすった。

　勝仁の静かな口調に調子を崩くずした二人もまた、それぞれのカップヌードルの蓋を開け、麵をすすった……。

　フー、フー、ズルズルズル、ズズーッ。

　……平和なひと時が流れた。

「分かりました。お二人の下宿の件はお引き受けしましょう」

　突然、勝仁がまたしても冷静な口調で平和を破った。

　といってもビリビリという音はしなかったが。

「え？　あの……わたくしたち、まだなにも……」

　当惑した阿重霞に、勝仁は微ほほ笑えみながら言った。

「実は、さっき先生から電話をいただいたんですよ。転校生二人が、遠えん距きよ離り通学で困っているんですが、とな。なんでも娘の阿あ知ち花かと同じクラスだそうですな。阿知花も、一人っ子ですから、あんたたちが来てくれて喜ぶでしょう」

「でも、そんなはずは……」

　なおも当惑する阿重霞を押しのけて、今度は魎呼が言った。

「なんだ。分かってるんだったら早く言えよ。じいさんも人が悪いなあ」

　ハハハハハ、と何となく空むなしい三人の笑い声が茶の間にこだまするのであった。

　気まずい空気とはこういう時のことを言うのだと、三人は心の中でほぼ同時に思った。

「じゃあ、わしは神社に戻もどるから、自分の家だと思って、ゆっくりおくつろぎなさい」

　そう言い置いて、勝仁はさっさと神社へと消えていった。

　にこやかに見送った阿重霞だったが、勝仁の姿が見えなくなった途と端たん、魎呼に切り出した。

「おかしいですわよ。学校から連絡があったなんて……。鷲羽わしゆうさんがくれたこの〝一時的一部記き憶おく除じよ去きよスプレー〟本当に効きいているのかしら」

　しかし、能天気な魎呼は全まつたくもって取り合わない。

「いいじゃねえか、どっちでも。目的はこの家に下宿することなんだから。第一、鷲羽が学校に手を回したのかもしれねえぜ。それより、ちょいと家の中を見て回ろうぜ」

「まあ、そんなはしたない……」

　魎呼は、面めん倒どうくさいとばかりに、阿重霞の言葉を待たずに廊ろう下かに出た。

「およしなさいってば……」

　魎呼を追って、阿重霞もまた、家の奥へと入っていくのだった。

　心の奥底では、興きよう味み津しん々しんなのである。

　茶の間の向かいの部屋は、台所だった。

　魎呼が、冷蔵庫を開けて口笛を吹いた。

「ヒューッ、うまそうな煮物じゃねえか」

　ヒョイとひとつをつまんで口に入れる。

「うめえ！」

「まあ、およしなさいな。みっともない。育ちが分かりますわよ!!」

　大口を開けて怒ど鳴なる阿重霞の口に、魎呼が煮物をひとつ放り込む。

「まあっ、ぬ、ぬあんてこと……モグモグ……あら、おいしい。砂さ沙さ美みの味つけに似てますわね」

「だろう？　じいさんも自分の家だと思えって言ってくれたんだから、堅いこと言うなよ」

「まあ、それもそうですわね……」

　二人は、カップヌードルだけでは物足りなかったのか、はしたなくも煮物を平らげてしまった。

　今度は茶の間の隣の部屋に入ってみた。

　整然と片づけられた部屋は、勝仁のものらしい。

「なんだ、今と代わり映ばえしねえなあ」

「あら、これは……」

　阿重霞が手に取ったのはアルバム。

　全頁ページが、若い頃の勝仁とその妻の写真で埋うまっていた。

　巫み女この姿で明るく屈くつ託たくのない笑顔を絶えず見せている美しい女ひと。

　地球で勝仁が愛した女。そして、二人の間にはかけがえのない娘が生まれた。

　そして、そのことはとりもなおさず天地の誕生につながることでもあった。

「これでは、樹じゆ雷らいに戻られなかったのも当然ね」

　思い切り優やさしい目をして、苦笑しながら阿重霞は呟つぶやいた。

「おめぇとは比較になんねぇよなぁ」

　肩越しにのぞき込んでいた魎呼が、ここぞとばかりに毒づいた。

「なんですってぇ～」

　目をつりあげながら振り向いたが、すでに魎呼はそこにはいなかった。

　客間、風呂場と次々に得意の壁抜けと空間移動を駆く使しして、柾木家を荒らし回っていたのだ。

　そして、たどり着ついたのは一番奥の部屋。

　その部屋だけは改装したらしく、フローリングされたモダンな洋間だった。

　ドアを開けた正面の窓には、白いレースのカーテンが揺ゆれていた。

　広い窓の方を頭にして、ギンガムチェックのカバーがかけられたベッドがあった。

　その上で、スヌーピーのぬいぐるみが所しよ在ざいなげにこちらを見ている。

　ベッドの横には、きれいに整せい頓とんされた勉強机があり、青せい磁じの花か瓶びんに白しら百ゆ合りが可か憐れんな姿で活いけてあった。

　読みかけだったのだろうか、チェーホフの文庫本の途中のページに栞しおりがあった。

　そして、すぐその側そばには東京の名門女子大学のガイドブックが数冊と地元岡山の大学案内があった。

　この部屋の主あるじの心の戸と惑まどいが垣かい間ま見える。

　といっても、魎呼にそんな観察眼を望んでみても仕方のないことではあるが。

　ドアのある壁かべ際ぎわには、やはり白い整理ダンスとクローゼットに、ドレッサー。それに、テニスラケットがたてかけてあった。

　また、一方の壁には整然と本ほん棚だなが並び、その大半を占領している考古学や古代史の文ぶん献けんからは、住人の年齢が推おし量はかれない。

　しかし、勝仁の部屋でないことははっきりしている。

　となると……そう、ここは勝仁のひとり娘の阿知花の部屋だった。

「魎呼さん、魎呼さん、どこにいらっしゃいますの」

　さっきの怒いかりも何ど処こへやら……。

　勝仁のアルバムを盗み見している間に、魎呼に置いていかれた阿重霞もまた、魎呼を探すうちに一番奥の部屋へたどり着いた。

　襖ふすまで仕し切きられた他の部屋とは明らかに違う、かわいらしいノブカバーのかけられたドアには、『ＡＣＨＩＫＡ』と書かれたコルクボードが掛かけられている。

　阿重霞の胸に熱いものがこみあげてきた。

　と、その時。

「ギャーハッ、ハッ、ハッ!!」

　中から、不意にけたたましい笑い声が聞こえてきた。

「なんですの、その野や蛮ばんな叫びは？　人がせっかく優しい気持ちになっていたというのに」

　ドアを開けて阿重霞が中を覗のぞくと、お腹を抱かかえて魎呼がころげ回っていた。

　笑いをかみ殺しながら、魎呼が言った。

「まあ、おめえも見てみろよ」

「何ですの？」

　魎呼に手渡された本は、どうやら漫まん画がの本らしい。

「漫画じゃございませんこと？　漫画なら天地様のお父様もたくさん持っていらっしゃいますから……」

「まあ、読んでみろって」

　強ごう引いんに勧すすめる魎呼に負けて、阿重霞は漫画を読み始めた。

　表紙に、深刻そうな少女の顔が描かれたその漫画は、どう見ても笑える話ではないようだが、あまりに真実一路の物語は、屈くつ折せつしきった二人、もとい、現代的な二人にはギャグとしか思えなかったのである。

「根こん性じようで、記録がのびるかよなぁ、阿重霞」

「そうですわ、苛いじめられてるとも知らないで、コーチ、ありがとうだって。信じられませんわ」




　やがて、阿重霞も床ゆかをドンドンたたきながら、窒息しそうに笑い始めた。

　こういう時の二人は、ホント、すごく仲良しに見える。




　その頃、柾木家へと続く長い階段を恨うらめしげに見上げている少女がいた。

「あーあ。毎日、毎日、この階段を上ったり下りたり、嫌いやになっちゃう。足が太くなっちゃうわよ」

　しかし、そう呟つぶやく彼女は、健康的ではあるがほっそりとした体つきの美少女である。

　腰まで伸ばしたまっすぐの髪を、後ろで無む造ぞう作さにひとつに束たばね、セーラー服に身を包つつんでいる。

　顔形だけを見ると、端たん整せいで大人おとなしげなのだが、きっぱりとした眼まな差ざしと快かい活かつな物もの腰ごしが、彼女を美人というよりはキュートな印象に見せている。

　文句を言いながらも、階段を上り始めた阿知花は、ふと強い視線を感じて周囲をさっと見回した。

　が、誰だれもいない。

　春とはいえ、日が暮れはじめると、まだまだ肌はだ寒い。

　西日に赤く染まった少女は、少し肩をすぼめた。

　そして、もう一度あたりを見渡すと小首をかしげ、視線を振り切るように足早に階段を上っていった。

　すっと黒い影が現れたのは、少女の後ろ姿が消えかけた時だった。

　視線の主ぬしは天地であった。

　魎呼と阿重霞を柾木家へ下宿にやったものの、四人と一匹は心配でずっと様よう子すを伺うかがっていたのである。

『いいこと？　天地殿は極きよく力りよく母上と接せつ触しよくしないこと。タイムパラドクスが生じると危険だからね』

　自他ともに認める〝宇宙一の天才科学者、鷲羽ちゃん〟の言葉が天地の脳のう裏りをよぎる。

「母さん……。あれが、本当に……？」

　幼おさない記憶に残る母の面おも影かげはあるものの、自分と同じ年頃にしか見えない少女を見送る天地の心には、狐きつねにつままれたような不思議さと、たまらない懐なつかしさが複雑に絡からみ合っていた。

　そしてすぐに、もうひとつの事実を思い出さずにはいられなかった。

「あの……フィルムの中の……」

　口の中で呟いた言葉だった。が、確かにそう聞こえた。

「天地兄ちゃん、清音さんたちがそろそろ行こうかって」

　砂沙美が、無む邪じや気きに、だが少し心配げに呼びかけた。

「ああ……そうだね」

　にっこり笑って砂沙美に答え、もう一度、柾木家の方を振り仰あおいだ天地は、心で呟いた。

『母さん、必ず俺おれが守ってあげるよ』




　長い階段を上り切り、ようやく我が家にたどり着いた阿知花は、外まで聞こえてくる賑にぎやかな笑い声に驚おどろいた。

　いつもと様子が違う……。

「お客さんかしら……」

　それにしては少し騒そう々ぞうしすぎるのでは。不思議に思いながら玄関をそっと開けた。

　のぞき込むように見ると、見み慣なれない女物の靴くつが二足、並んでいる。

　いや、正確にはそのうちの一足は、いかにも脱ぎっぱなし！　という感で、玄関に取っ散らかっていた。

　持ち主の性格が丸出しである。

　靴を片づけて家に上がり、茶の間の襖ふすまを開けると、「おかえりーっ」と威い勢せいのいい声がかかった。

　父親の勝仁と、見慣れない二人の女の子に、いきなり三重奏で迎むかえられたのだ。

　囲い炉ろ裏りの前で、お茶をすすりながらくつろいでいる、三人の顔をしばらく代わる代わる見て、やっと言葉が出た。

「た、ただいま。お父さん、こちらの方たちはどなた？」

「阿重霞さんと魎呼さんじゃ。今日から家うちに下宿されることになった。仲良くな」

　屈くつ託たくなくニコニコ答える勝仁の横で、阿重霞と魎呼も元気よく、いや調子よく、「ヨロシク～」と笑顔を振り撒まいた。

「はあ？　下宿って、あの、お父さん……？」

「まあまあ、そんなところに立ってないで、お前もここに座すわりなさい」

　仕し方かたなく腰をおろしながら、突然の同居人の顔をもう一度見た。

　長い水色の髪を、ロックミュージシャンのようなユニークな髪型にしている方は、旧知の親しい友達のように、気軽に手を振ってみせた。

　もう一人のお嬢さま然としている方は、あいかわらずニコニコと、あらんかぎりの愛想を振り撒いてくる。

「お二人とも遠距離通学で難なん儀ぎしておられるそうじゃ。いや、よかったよかった」

「お父さん、よかったよかったって、一体誰がお二人のお世話をするの？」

「まあー、そんなことは後でゆっくり考えればよい」

「後でって……」

「ともかく母さんが死んでから、おまえにも随ずい分ぶんとさみしい思いをさせたからな。少しは気も紛まぎれよう」

　二人の女が、調子を合わせてうなずいた。

　こんな時の父に何を言っても無む駄だだと、過去17年のつき合いで知っている阿知花は、仕し方かたなく諦あきらめた。

　が、仲良く四人でお茶をすする気分にもなれなかったので、茶の間の団だん欒らんは辞じ退たいした。

「私、夕食の支し度たくをしなくっちゃ……」

　そう言って、セーラー服を着替えようと自分の部屋に入った阿知花を待ち受けていたのは、ナ・ナント、地じ獄ごくのような光景だった。

　本はことごとく本棚から引っ張り出され、整理ダンスもクローゼットも開けられた形けい跡せきがある。

　しかも、あろうことかおこづかいを貯ためて買った、お気に入りのフォークグループのアルバムが、レコードプレーヤーの上で傷だらけになっていた。

「なんなのよ～、コレはあ～!!」

　絶ぜつ叫きようする阿知花の声に、勝仁、魎呼、阿重霞が駆かけつけた。

　ドアの前で凍こおりついている阿知花に、勝仁が声をかける。

「阿知花、どうしたんだ」

「どうしたのかじゃないわ！　どういうことよ、コレ」

「あら、ごめんなさい。ちょっと散らかっちゃったかしら。お部屋を見せていただいてたんですのよ」

　ケロリとして阿重霞が言う。

「ちょっとって……ねえ、なんで部屋を見るのにクローゼットまで開けるのよお！」

「なんでって、お前の親おや父じさんに家族のような気持ちでって言われたからさあ……。ちょっと心配になって……」

　と、魎呼。

「何がどう心配なのよ！」

「だってなあ、17歳にもなってこんな色気のない、パンダのイラスト付きのパンツはいてたら……」

「キャーッ、何てこと言うのよ!!」

　阿知花は、真っ赤になって絶叫した。

「そうねえ。阿知花さんには、ぜひお父様の心をつかんで、天地さまを産んでいただきませんと」

　阿重霞も魎呼に加か勢せいする。

「な、なに、わけ分かんないこと言ってんのよ！」

　阿知花は阿重霞を一いつ喝かつしたが、魎呼の悪ノリはまだまだ続く。

「第一、お前、男の趣味がなってねえよ。何だよ、この長髪のチャラチャラした奴やつらは」

　そう言いながら、魎呼が指さしたのは、ハデハデ衣い装しようを身にまとった、今をときめくロックグループのポスターである。

「何よ、あんたたち。ロックは不良だなんて言う大人の味方なの？　それより、このレコード、どうしてくれんのよ！」

　阿知花は、傷だらけになったレコードを手に、阿重霞に詰つめ寄よった。

「こ、これは魎呼さんがいけませんのよ。レコードは、針で聴きくものだっておっしゃるから、こうツーッと……」

　阿重霞は、レコード盤の上にギギーッとレコード針を縦じゆう横おう無む尽じんに走らせて、またもや傷を付けた。

「もう、やめてよ！　お父さん、何とか言って!!」

　ついに阿知花は勝仁に助けを求めたが、ご存じの通り、それは無む駄だというものであった。

「うん、うん。賑にぎやかになってよかったなあ。じゃあ阿知花、わしは夕飯まで調べ物をしているからな」

　そう言い残すと、勝仁は自分の部屋にとっととこもってしまった。

「ところで、阿知花、この民族楽器はどうやって弾ひくんだ？」

　もうすっかり友達気分で、気安くそう聞いた魎呼が手にしていたのは、白いフォークギターだった。

　阿知花は、もう何も言うまいと思った。

『台所へ行って食事の支し度たくをしなくちゃ』

　そうけなげに決心した彼女を待っているものが、魎呼と阿重霞が食い散らかした後の、これまた地獄のような光景だとは、その時の彼女は知る由よしもなかった。




　その頃、柾木家の近くの空あき地に張られたテントからは、おいしそうなカレーの匂においが漂ただよっていた。

「みなさ～ん、お食事ですよう!!」

　お玉を手に、元気に叫ぶ砂沙美の声に、天地、清音、美星の三人は、リンゴの空き箱を並べた、急ごしらえのテーブルに集まってきた。

　魎皇鬼は、既すでにちゃっかりとニンジンを丸かじりしている。

　と、突然、テーブルの横にあったモニターが作動した。

「よっ、無ぶ事じにそっちに着ついたみたいね」

　広い宇宙においても、比ひ類るいなき頭脳、時空間を越えた天才、との誉ほまれ高いマッドサイエンティストの声だ。

「鷲羽さん！」

　モニター画面ににこやかに映うつった鷲羽に、天地が駆け寄った。

「鷲羽さん、無事にって……何か危険でもあったんですか？」

　横で清音が訊きいた。

「いやあ～、時間軸じくを固定しつつタイムトラベルっていうのは、思ったより難むずかしいものなのよね～。さすがのこの鷲羽ちゃんも、[image: ]％の確信がなかったの」

「あのね～」

　のんびり話す鷲羽に、皆は啞あ然ぜんとした。

「まあまあ、いいじゃない。とにかく目的通りになったんだから。それはそうと、あの二人、無事勝仁殿に気づかれず入り込めたようだね」

「ああ、例のスプレーで……ところで鷲羽さん、母さんに何かが起こる、正確な日時と場所は分かったんですか？」

　天地が気をとり直して、モニターに向かった。

「ああっ……今計算中なんだけど、ここ７日以内としかまだ言えないんだ」

「そんなー！」

　砂沙美ちゃんが後ろから顔を出した。

「それから、天地殿のシールドのエネルギーも７日間だけ……いいかい、この間が勝負だよ」

　鷲羽の言葉に、皆真剣な目になった。

　おっと一人だけ違っていた。皆の真剣な目とは別に美星だけは、恨うらめしそうにカレー皿を見つめていた。

「何もこんな時に出てこなくてもぉ。カレーが冷さめちゃいますぅ」

　ブツブツ言っている美星に、鷲羽が呼びかける。

「フフフッ、あいかわらずね。美星殿、時間がないのよ、早くこっちへ来て。どうやら今回の事件の原因はカ……イ……ン……ら……しい……」

　と言いかけた途中から画面がプレはじめ、鷲羽の顔も声も遠のいていく。

「鷲羽さん、鷲羽さん、鷲羽さん!!」

　天地は、モニターにすがりつくように呼びかけた。

　その天地の肩に優しく手をかけ、清音が言った。

「無駄よ。通信がもう、途と絶だえてしまってるわ」




　何も分からない短い通信だった。

　皆が失望の目で互たがいを見合った。その後に続く言葉がなかった。

　ただ「カ・イ・ン」という単語だけが、ハッキリと皆の頭の中に深く刻きざみ込まれていた。
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　崩くずれ落ちた壁かべ、砂だらけの床ゆか、割れたガラス窓……。

　主あるじのない家に、それでも春の光がむなしく差し込んでいた。

　ガラッとまた、残っていた壁の一部が崩れ白い埃ほこりが舞まった。

　そして、そして、それをなすすべもなく見ているだけだった……俺おれ。

「あーっ、畜ちく生しよう！」

　思わず叫んでしまってから、不意に気づいて回りを見渡した。

「な、なんという……あれは夢だったのか？……悪夢だ……」

　砂さ沙さ美みちゃんも、美み星ほしさんも、清きよ音ねさんも、そして魎りよう皇おう鬼きも、昼間の疲れが出たのか、ぐっすりと眠っている。

　皆を起こさずにすんだことに、ホッとため息をついて、俺はそーっと、テントの外へ出た。

「あーっ」

　大きく伸びをして見上げた空には、無数の星がまたたいている。

　今日、柾木家につづく石段で見た、あの少女の横顔が思い出された。頰ほおを西日に染め、ふと不安げにあたりを見ていた少女の眼まな差ざしが。

　それはあのフィルムの中で微ほほ笑えんでいた、美少女のものだった。

　１９７０年、春の夜空はやけに晴れわたっていた。

　１９９６年に17歳の春を過ごしていた俺が、どうしてこの時代で眠れない夜を過ごさねばならないのか──。

「天てん地ち兄ちゃん……」

　テントの方を振り返った。

　砂沙美ちゃんの寝言だ。




「天地兄ちゃん……」

「……お手伝いしようか？」

　あれは……。

　１９９６年のあの日、じっちゃんに納なん戸どの整理を言いつけられた俺は、古い８ミリフィルムを見つけた。

　それは、まだ小学生だった頃、一度見せてもらった覚おぼえのあるフィルムだった。

　すぐにそのフィルムがどういうものであるか思い出した。

　フィルムには、一人の女子高生が中心に写っていた。

　親おや父じの照れながらも嬉うれしそうな解説で、その女子高生がお袋ふくろだと知らされた。

　きれいな人だと思った。

　だが、幼おさなかった俺の記憶の中のお袋は、ひとつの実感として残っていた。

　それは、母としてのものだった。

　しかし、そのフィルムの中に出てきた女の人は、親父が何と言おうと、実感のないフィルムの中の人であり、架か空くうの映像上の登場人物にしか思えなかった。

　複雑な思いでフィルムを見ていた。

　俺はそのことを、口に出しては言わなかった。

　出会った頃の元気なお袋の姿を見るのが辛つらかったのか、親父はそれ以来、一度もそのフィルムを見せることはなかった。

　いや、親父はうすうす俺の気持ちに、感づいていたのかもしれない。




「天地兄ちゃん、お手伝いしようか？」

「ミャ～？」

　俺がフィルムを手に、そんなことを考えていると、不意に砂沙美ちゃんが声をかけてきた。

「ねえねえ、天地兄ちゃん、それ何？」

「これかい？　これはね、８ミリカメラっていう個人で映画を撮とる機械で、親父が撮ったフィルムさ」

「ふうん。何が映ってるの？」

「ん？　見たいかい」

「見たい、見たい！」

「ミャア！　ミャア！」

　無む邪じや気きな砂沙美ちゃんの笑顔に、背中を押されるようなかんじで、俺はその８ミリフィルムを映写してみようという気持ちになった。

　居間に遮しや光こうカーテンを引き、にわか映写室に仕立てあげた俺は、映写機に８ミリフィルムをセットした。

　ソファには、砂沙美ちゃんと魎皇鬼はもちろん、騒さわぎを聞きつけた魎りよう呼こと阿あ重え霞かさんも座すわって、映像が映し出されるのを待ちかねていた。

　カタカタ、ジーとフィルムの回る音がして、不意に桜さくら並なみ木きを歩く、セーラー服の女子高生の姿が映し出された。

「誰だれだよ、この女！」

　魎呼がいきなり不ふ機き嫌げんな声を上げた。

「天地様、おっしゃってくださいまし！」

　阿重霞さんもせっぱ詰まった声で詰め寄ってくる。

「お、お、お袋だよ、俺の」

　ああ、思わず言い訳わけがましくなった自分がなさけない。

　しかし、魎呼はなおも問い詰めてきた。

「お袋さんにしちゃあ、若すぎるんじゃねえか？」

「あ、あたり前だろう、高校生の時だもの。若い頃のお袋を、親父が撮影してたやつだよ！　親父は昔っからこの手の機械に目がなかったのさ」

　何を、どうしても、言い訳がましくなるのは何な故ぜなんだろうか。俺は遺い伝でんだと思っているのだが。

　魎呼と阿重霞さんは、同時にせんべいをかじって言った。

「天地のお袋さんか……」

「天地様のお母様……」

「優しそうな人だねえ」

　砂沙美ちゃんの声に、俺は再び映像に視線を戻もどした。

　桜並木を歩くその女ひとは、確かに美しく、画面に向けられる笑顔は、生き生きと輝いている。

　まさか、この少女がたった34歳でこの世を去るなど、一体、誰が予想し得ただろうか。

　やっと納なつ得とくしてくれたらしく、大人おとなしく映像を見ていた魎呼が言った。

「なかなか、きれいな女ひとじゃないか。親父さんも、やるねえ」

　俺が口を開く間もなく、阿重霞さんが言う。

「天地様のお母さまということは、樹じゆ雷らい皇おう家けの血筋ですもの。美しいのは当然ですわ」

「そいつは変だなあ。おめえだって、樹雷皇家の血ィ引いてんじゃねえのか？」

「どういう意味ですの？」

「そういう意味だよ。血のめぐりも悪いのか」

　いつもの二人の喧けん嘩かに巻き込まれ、てんやわんやしていたその時、砂沙美ちゃんが突然大声で叫んだ。

「天地兄ちゃん、フィルムが……!!」
















　え？　振り返ると、なんとフィルムが燃え上がっていた。

　慌あわてて火を消そうと、映写機に手を伸ばすと……？？？？俺の手がない!?

「うわっ！」

「天地ィー!!」

「天地さまあ!!

「天地兄ちゃん!!」

　三人が口々に叫んでいる。

「お、俺のからだが……！」

　消えかけているのは手だけではなかった。

　手から腕、そして肩口まで消えかかる。

「ど、どういうことなんだこれは。このままじゃ体が消えてしまう」

　半透明状に出たり消えたりしている俺を、三人はどうする術すべもなく、ただオロオロととり囲んでいるだけだった。

　俺は、焦あせった。

　意識までがどこかへ飛んで行ってしまいそうになった。

　桜並木を歩くお袋、俺の手を引いて歩く親父とお袋、そしてお袋が死んだと知った雪の日……。

　そんな映像が俺の頭の中に、浮かんでは消えていった。

　バシュッ!!

　いきなり、衝しよう撃げきを受けた次の瞬しゆん間かん、俺の体は元に戻もどり、透明の球体に包つつまれていた。

「ふーっ、なんとか間にあったようね」

　居間の入り口には、コンパクト・コンソールを操そう作さしている鷲羽わしゆうさんの姿があった。




「過去に問題あり！」

　何が何だか分からない俺たちを居間に座らせて、鷲羽さんが言った。

　俺の体にはシールドが張られたままだった。

「その証しよう拠こに、これを見てごらん」

　鷲羽さんは、俺たちに燃え残った８ミリフィルムを差し出した。

「これが、どうかしまして？　あっ！　こ、これは？」

　初めに手に取った阿重霞さんが、驚おどろきで次の言葉を失った。

「何だって言うんだよ、全く」

　阿重霞さんが放り出したフィルムを、魎呼が手に取った。

「な、何だ、これは！　お袋さんが、天地のお袋さんがフィルムから消えている!!」

「何だって？」

　俺は、魎呼からひったくるようにフィルムを取って見た。

　そこにあるのは、桜並木ばかり。

　さっきまで見ていたお袋の笑顔も、気き恥はずかしそうにしてみせたＶサインの姿も、忽こつ然ぜんと姿を消している。

　俺は、言葉を失った。

「どういうことなんだよ、鷲羽！」

　魎呼が叫んだ。

「さっきも言った通り、過去に問題が生じたのよ。今から26年前の、天地殿の母上の身に何かが起こった。そして、一人娘を失った柾木家は……」

　らしくもなく、次の言葉を言いよどんだ鷲羽さんに不安を募つのらせ、俺は鷲羽さんにつかみかかった。

「柾木家は、どうなったんだよ、鷲羽さん!!」

　俺につかみかかられてバランスを失った鷲羽さんは、一いつ旦たん、瞳ひとみを閉じてから、俺の方にまっすぐに向き直って、決意したようにはっきりと言った。

「柾木家は、死に絶えたのよ」

「そんな！」

　あまりの話にバカバカしくなって、俺は笑ってしまった。

「そんな話ってあるかよ。26年前が何だって言うんだ。だって、俺は今、１９９６年の今、ここにいるじゃないか！」

　必死になって、現実から逃のがれようとしている俺に、鷲羽さんは冷静に言った。

「天地殿、さっき、消えそうになったでしょう？　26年前、母上は死んでしまったの。そして、天地殿はこの世に生まれてこなかった。つまり、柾木天地なんて人は、初めからこの世に存在しなかったのよ」

「そんなはずあるかよ！」

　いきなり、魎呼が鷲羽さんにつかみかかった。

「天地がいないなんて、初めからいないなんて、そんなはずがあるわけねえじゃねえか。だって、あたしは天地を知ってる！　天地を憶おぼえてる！　あたしに笑いかけてくれた、あたしと一いつ緒しよに戦ってくれた天地を憶えてるんだよぉ……」

　泣きながら、鷲羽さんを揺ゆさぶりつづける魎呼の姿に、俺は胸が熱くなった。

　俺のために、俺の存在のために、こんなに泣いてくれる人がいるなんて……。

「そうですわ。天地様がいらっしゃらないなんて、そんなはずはありません。そんな…、天地様がいらっしゃらない宇宙なんて、私にとって何の価値もございません！」

　はっきりと言い放った阿重霞さんを見て、俺は思い出していた。

　どこまでも気き丈じようなこの人の、意外なまでの儚はかなさと優やさしさを。

「分かっているわ」

　鷲羽さんが言った。

「私だって、天地殿を助けたいの。それに、この26年前の天地殿の母上の死をきっかけに、宇宙全体に異変が起こっているのよ。たまたま亜空間の研究室にいた私は、時間因子の急激な乱れをキャッチすることができて、天地殿を含ふくむ、ここにいる皆をシールドで時間軸じくからブロックすることができたけれど、それが精せい一いつ杯ぱいだったわ。こうしている今も、26年前の柾木家を中心に、異変はどんどん進んでいる。天地殿の母上を守らなければ、歴史そのものが変わってしまうのよ」

　みんな呆ぼう然ぜんと話を聞いていた。

「そんなことって……」

　誰かがつぶやいた。

　その後は、深い沈ちん黙もくがつづいた。誰もがあまりにも想像を絶することに、反応できないでいた。

　耐たえかねたように、魎呼が大声で怒ど鳴なった。

「冗談じゃねえ!!」

「でも、事実なのよ」

　鷲羽さんが、いつになく真剣な眼まな差ざしを向けた。

「いったいぜんたい、天地のお袋さんに何があったってんだよ!?」

「それが分からないんだよ」

　鷲羽さんは小さく首を振った。

「どうすればいいんですか。どうすればお袋を救えるんですか」

　俺の言葉に、鷲羽さんはきっぱりと答えた。

「過去へ行ってちょうだい。26年前に行って、とにかく母上を守るのよ。私はここに残るわ。私が時間因いん果が律りつをコントロールしなければ、天地殿はもちろん、皆だって消えてしまう可能性があるし、とにかく原因を突き止めなくっちゃあね……」

　その時だった。

　俺たちの目の前の景け色しきが、急に変わり始めたのは。

「ああっ!?」

　いっせいに声が上がった、次の瞬間。

　フィルムが消え、映写機が消え、ソファが消え、すべてが消え失うせて─。

　そこに現れたのは、見たこともない部屋の哀あわれな姿だった。

　崩くずれ落ちた壁かべ、砂だらけの床ゆか、割れたガラス窓からは、むなしく春の光が差し込んでいる。

「異変が家にも及んできたようね。これは、住む人のいなくなった旧柾木家の１９９６年の姿よ……」

　鷲羽さんの言葉を振り切るように、俺は見み覚おぼえのない家を飛び出した。

　畑はなく、草は伸び放題に伸び、そして柾木神社は崩れかけた鳥とり居いを残し、無む残ざんにも倒とう壊かいしていた。

　すでに何十年も放置されていたような廃はい墟きよとなっていた。

「じっちゃん、じっちゃんは……」

　思わず神社の方へ駆かけ出そうとした俺を、鷲羽さんが引き止めた。

「天地殿、この鷲羽ちゃんを信じなさいって」




　月の光が、廃墟を寒々と照らしていた。

「おい、連れて来たぜ」

　その夜、湖のほとりに集合した俺たちの前に、さっきから姿の見えなかった魎呼が、パジャマ姿の清きよ音ねさんと美み星ほしさんを下宿先から連れてやって来た。

　いや、正確には美星さんは眠ったまま、魎呼に抱かかえられていた。

「何しろ、人ひとりの命を守んなきゃなんねえんだ。警察に協力してもらったって、バチは当たらねえだろう」

　魎呼が俺にウインクをよこして言った。

　全まつたく、こいつはいつだって、まず行動ありきなんだ。

「行かないとは言ってないわよ、行かないとは。事情を説明しなさいって言ってるのよ、私は……」

　気の毒な清音さんは、春とは言え、パジャマ一枚で夜気にさらされ、寒そうに肩を抱きながら魎呼に詰め寄ったが、鷲羽さんの緊きん迫ぱくした声に黙だまらざるを得なくなった。

「時間がないのよ。説明は道々聞いてちょうだい。いいこと？　これから、この時間因果律コントローラー２号機によってあんたたちを26年前に送り込むから、向こうでは私の指示に従って行動すること。天地殿の母上の身にいつ、どこで、何が起こるかは、まだ詳くわしいデータがそろってないから慎しん重ちようにね。とにかく24時間、誰かがつきそっていること。いいわね」

　鷲羽さんは、一いつ旦たん、ここで言葉を切ると、今度は俺だけに向き直って言った。

「天地殿。いくら懐なつかしくても母上との接せつ触しよくは避けるように。タイムパラドクスが起こったら危険だからね」

「おい！　大だい丈じよう夫ぶかよ？」

　魎呼にしては弱気な発言だ。

「天地さま、私たち二人でこの困難を乗り越えてみせましょう」

「阿重霞、てめえ……どさくさにまぎれやがって」

「あーら、こんな時こそ愛の絆きずなの深さが証明されましてよ」

「それを言うなら、あたしと天地の絆は宇宙広しといえど、なんぴとたりとも入り込むことができないくらい、強く結ばれているのさ。なーあ、天地」

「まあー、いやですわ。天地さまがご迷めい惑わくだと言ってますわ」

「ちょっとちょっと、二人とも。今度のことはいつもとはちょっと違うのよ。ケンカしていては、とても解決できるもんじゃないのよ」

　鷲羽さんが見かねて言った。

「どうでもいいけど、なんで私たちまで巻き込まれるわけ？」

「眠いんですけど～」

　清音さんと美星さんの言葉も、鷲羽さんが遮さえぎった。

「とにかく向こうに着ついたら、むやみやたらと馬ば鹿かな行動はしないこと！　これ以上歴史が狂ったらお手上げだよ」

「へいへい、分かりやしたよ」

「魎呼、おまえが一番信用できないんだよ！　とにかく、皆、たのんだわよ！」

　そう言うと、鷲羽さんはそのまま時間因果律コントローラーのスイッチを入れた。

　こうして俺たちは、26年前の世界に旅立ったのだった。








第３章　西暦１９７０年、麗うるわしき青春









　うららかな春の日が続いていた。

　頃は、またしても昼時。

　午前中の授業も無ぶ事じ終わり、学校全体になにかホッとしたような空気が流れている。

　早くも昼食をすませた一部の生徒たちが、校庭に出てバレーボールやサッカーなど、それぞれの自由な時間を楽しんでいる。

　咲き誇ほこっていた校庭の桜さくらの花は、もうすっかり葉は桜ざくらに変わっていた。

　桜前線はすでに東へ東へと歩を進め、今は関東地方が花見頃だと、昨夜ゆうべのテレビが言っていた。

　阿あ知ち花かは、級友たちと語らいながら、なごやかなお昼休みのひと時を過ごしていた。

　弁当箱には、卵焼き、ウィンナー、シャケ、ほうれん草のおひたしなどなどが、彩いろどりよく入っている。

「阿知花ちゃんのお弁当っていつも豪ごう華かねえ。自分で作っているんでしょう？　エライわあ」

　級友の言葉に、阿知花は顔をほころばせる。

「あら、このくらい、どうってことないわよ。それより、ミッちゃんのオムレツおいしそうねえ」

「フフフ、私のはお母さんが作ってくれてるのよ。専業主婦だもん、このくらいやってもらわなくっちゃ」

「作らせといて、よく言うー」

　キャッ、キャッ、と笑う華はなやかな一群から少し離れた所で、空むなしくパンをかじる二人のちょっとキッチュな少女（？）たちの姿があった。

　阿あ重え霞かと魎りよう呼こである。

「……ったく、あの野郎、自分だけうまそうな弁当作りやがって……」

　焼きソバパンを食いちぎりながら、恨うらめしそうに魎呼が言った。

「大体、あなたがいけないんですわよ。昨日の夜、阿知花さんの日記をこっそり読んだりするから……。私までとばっちりを食うんですから」

　と、阿重霞。

　こちらは、上品にサンドウィッチを口に運んでいる。

「あたしは、あいつの回りに何か異変が起こってやしないかと心配で見たんだ！」

「そうなんですかねぇ。第一、盗み見したって、そのまま机の上に広げておく人がありますか。私なんか、キチンと片づけておりますから……」

　そこまで言って、ハッと気づいて口をふさぐ。

「ほう、ほう、さすが手口が慣なれてるなあ」

「なんですってーっ」

　怒った阿重霞が立ち上がった途と端たん、机の上にあったコーヒー牛乳がひっくり返り、魎呼の制服のスカートにこぼれ落ちた。

「てめえ、何しやがる!!」

　時代が変わろうと、設定が変わろうと、同じことを繰くり返す不毛な二人であった。

　そしてまた、それを見守る周囲の白い目も変わりはしない。

「ちょっと、またやってるわよ。阿知花のとこの下宿人」

「阿知花、いいの？　ほっといて」

「いいの、いいの。学校で体力消しよう耗もうしてくれれば、ちょっとは家で静かにしてくれるでしょう」

「苦労するわね、あんたも」

　今、自分に苦労をかけている二人が、後々、自分の息子にまで被害を及ぼそうとは、思ってもみない阿知花であった。

　それよりも、阿知花は短い同居生活で、二人の言動に振り回されながら、言葉では言い表せない違い和わ感かんを感じていた。

　それが一体何なのか、阿知花のイライラはつのった。

　しいて言えば、同じ世界の人間として呼吸している感じがない、といったところか。

　特に、思考回路は人間離れしている、という半はん端ぱな程度のものではない。

　どんな育ちをして、どんな環境にいたらそうなるのか、二人の過去を疑わずにいられなかった。

「……ねえ、阿知花、そうよね……」

　トラブルをつづけている二人を、ぼんやり眺ながめていた阿知花に、級友が話しかけた。

「えっ、う、うん……絶対変よね」

　とんちんかんな答に、級友たちは、顔を見合わせた。




　二人が阿知花の家へ下宿人としてやって来て、既に四日間が経たっていたが、阿知花の回りに特に不ふ穏おんな気け配はいはなかった。

　気をもんだ二人が日記を読んだとして、誰だれが責められようか。

　う～ん、誰だって責めるよな、やっぱし。




　キーン、コーン、カーン、コーン。




　午後の授業の始まりを知らせる、予よ鈴れいが鳴った。校庭で遊んでいた者も、部室で稽けい古こに励はげんでいた者も、ガヤガヤと教室に戻もどってくる。

　その中にはスケッチブックを抱かかえた、信のぶ幸ゆきの姿もあった。

　机に頰ほお杖づえをついた魎呼が、信幸の姿を見つめながら言う。

「しかし、驚おどろいたよなあ。あの親おや父じさんが、あんなに天てん地ちに似てるなんてよう」

「あら、今からでも遅くはありませんことよ。１９９６年現在、お父様は独身でいらっしゃるんですから」

　阿重霞は、ここぞとばかり魎呼をたきつけたが、そんな言葉で、魎呼の天地への気持ちが変わろうはずもない。

「バカ！　あたしは、今、１９７０年の親父の話をしてるんだよ」

「あら、それは困りますわ。お父様にはお母様と結婚していただかなければ、天地様が生まれませんもの」

「んなことは分かってるよ！　それより、お父様、お母様って、いつからおまえの両親になったんだ？」

「まあ……未来においてですけど」

　阿重霞が少し顔を赤らめて言った。

「そいつは絶対ありえねえ！」

「なんですって！　あなたに何がお分かりになって」

　いつもながら、どこまでも話のかみ合わない二人を、教室中の生徒たちが不思議そうに見ていた。

「んっ……アッ、ハハハハハッ」

　二人はごまかして笑った。

　そうこうしているうちに、本ほん鈴れいが鳴り、教室に教師が入ってきた。

　つまずきながら教きよう壇だんに上ったその人は、なんと美み星ほしである。

　二人が転校した日から、古典の教師として学校に潜もぐり込んだのだが、このクラスでの授業は初めてである。

「みなさ～ん、さて今日は宇う治じ拾しゆう遺い物語の四、『羅ら生しよう門もんの鬼』のオハナシです。えーっと、これは、鬼と武士と姫君が三角関係になるというものでですねえ……」

　と、手を上げる生徒がいる。

「先生！」

「はい、はい、なんでしょう」

「そこは、前の先生が先週、やられました」

「えーっ、どうしましょう」

「どうしましょうったって……次に進んでください」

「そんなこと急に言われたって、あたし、あたし、ここだけしか分からないのに……え～っと、じゃあ、こうしましょう」

　うろたえていた美星が、とてもいいことを思いついたという笑顔で、教科書を閉じて言った。

「先生は、気分が悪くなったので保健室へ行きます。皆さんは、おとなしく自習していてくださいね」

　教室の中を窺うかがっていた用務員のおじさん、いや、おねえさんがガクッとこけた。

　こちらも、学校に潜もぐり込んでいた清きよ音ねだった。

　この調子では、他のクラスの美星の授業がどんなものだったかは、推おして知るべし、である。

　とは言え、授業の好きな生徒はあまりいない。つまり、自習の好きな生徒はいっぱいいたりするのである。

　たちまち、堰せきを切ったように、あちこちでおしゃべりが始まったのは言うまでもない。

「ねえ、ねえ、阿重霞さん。昨夜の〝時間ですよ〟見た？」

　話す相手を間違えた、不幸な少女が訊きいた。

「は？」

「〝時間ですよ〟見てないの？　マチャアキのボケ最高じゃな～い。近所の人たちもおかしいし、あんなお風呂屋さんがあったらいいのにね、思わない？」

「ああ、あのドラマのことですわね」

　やっと話が通じたらしい阿重霞に、級友はホッとしたが……。

「あれは、入浴シーンが多すぎて教育上よくありませんわ。むやみやたらに女性は肌はだを見せてはいけません。第一、あの主役の男性はなんですか。長髪で、やせっぽっちで、下品で……もう、言い出せばきりがありませんわ。そこへ行きますと、天地さまは、いつもこざっぱりしていらっしゃって……」

　阿重霞が訳の分からないことをペラペラしゃべっている間に、少女が他のグループの所へ行ってしまっても、それは当然というものである。

　第一、入浴シーンが多いったって、あんたも天地シリーズじゃ、温泉のシーンにたっぷり出演してたじゃないの。

「ねえ、ねえ、魎呼さん。あんた、その髪、バンドやってんの？」

　このクラスには、話し相手を間違える人間が多いらしい。

「バンドぉ？」

「ギター？　ドラム？　ああ、ボーカルね。色っぽい声してるし、歌、うまそう」

「歌？　カラオケなら得意だぜ。最近じゃ、通信カラオケがどんどんヒット曲を流すんで、覚えるのが早えぇ早えぇ。今度一いつ緒しよに行ってみるか」

「何、それ。どっかのバンドの名前？　あっ、コピーバンドやってるんだ。カッコイー」

「ああ、まあな」

　要領のいい人間は、どこへ行っても生きていけるらしい。

　恐ろしいことに、この二人の会話、トンチンカンながら弾はずみに、弾むのであった。

　さて、フォークギターを奏かなでる奴やつ、学園紛ふん争そうについて論争する奴、万ばん博ぱくでもらった外人のサインを見せびらかす奴……などなどで教室内は、いよいよ熱を増してきていた。

　しかし、信幸は、そんな教室の中でも、ひたすらスケッチブックに向かっていた。




　信幸の家は、倉くら敷しき市内で古くから古こ物ぶつ商を営いとなんでいた。小さい頃から、父親に連れられていろんな所へ出入りしたものだった。

　名家の倉や会社関係の倉庫などに出かけて行っては、売り物になりそうな物を値ね踏ぶみして仕入れる。

　自然と、遠方へも出かけることがままあった。地方の小都市の縁日や市いちでは、とんでもない掘り出し物が並ぶことがあった。

　信幸は事あるごとに、できるだけ父に同行することをせがんだ。

　そのうち、中学に入った記念に買ってもらった、一いち眼がんレフのカメラが、信幸の手元から離れることがなくなった。

　カメラを持ったからといって、父との掘り出し物探しが遠のいたわけではない。むしろその回数は増え、そして、どこへ行くにもカメラを抱かかえるようになった。

　初めの頃は、なんでもかんでも被写体にしていたが、次し第だいに撮とるものが限られてきた。

　信幸の部屋には、信幸が撮った写真が、額装されてたくさん飾られている。

　どれを見てもどこかの町の、由ゆい緒しよある家のようである。

　特とく徴ちよう的な出窓や門構がまえ、玄関先、中にはわざわざ内に入れてもらって撮ったのであろうか、居間や台所の写真まであった。

　地方の旧家への出入りも多かったことが、信幸のこれらの写真を可能にしたのだろう。

　やがて高校２年になる頃から、受験のことや将来の仕事のことを意識するようになり、建築家への夢が漠ばく然ぜんとではあるが芽め生ばえてきた。

　そんな頃から、信幸の手にはスケッチブックが、いつも握にぎられるようになった。




「ねえ、信幸くん。そのスケッチブック、何描いてるのよ？」

　阿知花に突然、話しかけられた信幸は、慌あわててスケッチブックを閉じた。

「な、なんでもないよ」

「何でもないなら、見せてよ」

「何でもないから、見なくていいんだ」

「ふーんだ、ケチ」

　アカンベーをしながら、女の子たちの群れに帰ってしまった阿知花の後ろ姿を、信幸は空むなしく見送った。

「あーあ。せっかく話しかけてくれたのに」

　活発で美人の阿知花は、学校中のかなりの男子の憧あこがれの的まとである。

　信幸は、そんな阿知花がなぜか、自分に好意を持ってくれていることに、薄々感づいていた。

　けれども、自分に対する自信のなさが、信幸を素す直なおにさせてはくれないのだった。

「阿知花君が、俺おれなんか好きになるはずないよな。やっぱり俺の思い過ごしかも……」

　女の子たちの中心になって、華はなやぐ阿知花の笑顔を見つめながら、信幸は、ふーッと大きくため息をついた。

「ねえねえ、阿知花ちゃん。さっき、信幸君と何話してたの？」

　鋭するどいクラスメイト（いるよなこんな奴やつ）に問われて、阿知花はとぼけた。

「別に。ただの世間話よ」

「ふうん。でもさあ、阿知花ちゃんって、よく自分から信幸君に話しかけてるよね。もしかして、信幸君のこと、好きだったりして」

　阿知花は、頭にカーッと血が上るのを感じて、乱暴に言い放った。

「なっ……。そ、そんなわけないでしょう。あんな目立たない人」

「そうよね」

　聞いていた別のクラスメイトが、話に加わる。

「信幸君ってさあ、勉強もスポーツもそこそこできるし、顔もまあまあだけど、なんか地味じゃない。阿知花ちゃんには合わないわよ」

「ハハハハハ。そうよねえ」

　話を合わせて笑いながら、阿知花は内心、激げき怒どしていた。

『違うわよ！　信幸君は、勉強もスポーツもできて、顔もいいのに、それをひけらかさない人なんだから』

　ああ、そうきっぱり言えるものなら、どんなにいいだろうと阿知花は思った。

　阿知花は自分が結けつ構こう、もてることを知っている。

　でも、阿知花にとっては、それが重荷でもあったのだ。

『美人で、モテるなんてロクなことないわ。よっぽど気をつけてなきゃ、女の子には反感買うし、ちょっと大人おとなしくしてると気取ってるとか言われるし。第一、ちょっと信幸君に話しかけただけで、あんなこと言われちゃうんだもん』

　モテない人にはバカヤロー!!と言いたくなるセリフではあるが、目立つ人は、それなりに苦労しているのである。

　さらに、阿知花は思った。

『そこへいくと信幸君はすごいわ。勉強もスポーツもできて、顔も結構、格かつ好こういいし、目立って当然なのに、マイペースで飄ひよう々ひようとしてて……』

　そこまで思って、阿知花はふっと赤くなった。

　さっきクラスメイトにからかわれて、懸けん命めいに否定した信幸への気持ちとは、うらはらな気持ちだったからである。

　そして、その気持ちが信幸への淡い恋心だということを、阿知花はとうに気づいていたのだ。

　それにしても、これほどまでに、人を誤解させるとは、恋ってオソロシイ……ものである。

　しかし、マイペースで飄々としているというのは、１９９６年現在も続く信幸の確固たる性格の一部であり、阿知花も、まあ、見るところは見ていたのである。

「おい、阿知花！」

　いつの間にか、そばに来ていた魎呼が声をかけた。

「なによ」

　不ふ機き嫌げん極きわまりない声で、阿知花が答える。

「なんだよ、まだ怒ってんのか？　日記を読んだっていっても、ほんのちょっぴしなんだぜ」

「そうですわ。理科の実験で信幸さんと同じ班はんになってうれしかったとか、ドサクサに紛まぎれて、こっそり信幸さんの写った遠足のスナップ写真を買ったなんてことは、全然、読んでおりませんわよ」

　阿重霞の、美星が乗り移ったとしか思えない大ボケ発言に、阿知花が脳天カチ割れそうになったことは言うまでもない。

　阿知花は、思いっきり阿重霞の頰ほおを平手打ちしたい心を、教室の皆の手前抑え、震ふるえるこぶしを握にぎり締しめて教室を出て行った。

　阿知花の後ろ姿を見送りながら、魎呼がさほど困ってもいなさそうに言う。

「あーあ、また怒らせたじゃねえか」

「照れることありませんのにねえ。想いははっきり言わなければ、伝わりませんわ」

　阿重霞の想いは伝わりすぎて、既すでに相手の負ふ担たんになっているが。




　校舎の大時計が２時を指さしている。

　６時間目の授業は体育だった。

　今日の体育係の生徒たちが、校庭にテニスのネットを張っている。

　何人かの生徒はコートの白線を引いたり、用具室からボールの籠かごを運んだりしていた。

　というのに、こちらではまたまたトラブルメーカーたちが一ひと悶もん着ちやくおこしている。

「おい、清音。もうちょっとましな服はねえのかよ」

　ダボダボのジャージに身を包んだ魎呼が叫ぶ。

「こんなはしたない姿を見せたら、故く郷にのお父様やお母様が何とおっしゃるか……」

　こちらは、ちょうちんブルマーをはいた阿重霞である。

「仕方ないでしょ、急だったんだから。第一、前の日に時間割を確かめなかった、あなたたちが悪いのよ」

　きっぱりと清音が言い放つ。

　ここは校内の一室、簡素な畳たたみ敷じきの用務員室である。

　そう、清音のいる部屋なのだが、授業をボイコットされたと言っては泣き、職員室で厳げん重じゆうに注意されては逃げ込み、眠いと言ってはやって来る美星にすでにうんざりしていた。

　ところが、今度はこの二人が、体操服を忘れたと言ってやって来たのである。

　二人が授業に出なければ、阿知花を守る者がいなくなってしまう。

　仕方なく、用務員室のタンスから、ちょうちんブルマーと体操着を引っ張り出し、体育教師のお古のジャージを借りてきて、なんとか６時間目の授業に間に合わせてやったというのに、この言い草だ。

「クククククッ、それにしてもよくお似合いだぜ、お姫さま」

　魎呼が口火を切った。

「ふん、こんな授業があるなんて知らなかったのですもの」

「まあ、もって生まれた運命ってやつかな……クックククク」

　忍び笑いがなんともいやらしい。

「あ、あなたねえ、ご自分のことを心配なさったほうがよろしいわよ。あなたの着ているジャージって、あの体育の教師から借りたもんでしょ」

「まあな。けどよ、多少ダブついているけどおめえのそのかっこよりはましってもんだぜ」

「あーら、詳くわしいことは知りませんけど……あの先生、殿方特有の病気持ちだそうですわよ……まあ、あなたも一応は女なんですから大だい丈じよう夫ぶとは思いますけど。ホッ、ホホホッ」

　阿重花が口に手をあてて、まけずにいやらしく笑いながら、下の方から魎呼の顔をのぞき込んだ。

「そ、そりゃ、ほ、ほんとか！　おい！　それと替えろ！」

「いやですわ」

　阿重霞がきっぱりと言った。

「てめえ、とにかく脱ぐんだ」

「いやですったら、いやです！」

　ついに取っ組み合いが始まってしまった。

　そこへ、二人を探して阿知花が入って来た。

「あなたたち、またなのー！」

　阿知花のため息が、むなしく二人の罵ば声せいにかき消された。




　キーン、コーン、カーン、コーン。




「ほらほら、チャイムが鳴ったわ。行きなさいよ」

　清音にせかされて、二人は渋しぶ々しぶ校庭へ出た。

　他のクラスメイトたちは、もうすでに整列を終えていた。

　遅れて来た二人の格かつ好こうを見て、皆は思わず吹き出しそうになるのをこらえた。

　というのも、二人の陰かげになって現れた阿知花が、これまでに見たこともないほど、怖こわい顔をしていたからだった。

「今日は、ダブルスでテニスの試合をやる。二人ずつペアになって……」

　体育教師の指示で、皆がペアになった。

　妙ちきりんな格好をした転校生二人は、当然とり残され、二人でペアを組むはめになった。

「何で、あたしがおめえと組まなきゃなんねえんだよ」

「まあー、それはこっちのセリフですわ」

　またまたいがみ合う二人に、阿知花が声をかけた。

「あんたたち、私たちと試合しましょうよ」

　阿知花の瞳ひとみが、キラリと光った。

「ああ、いいぜ」

　軽く応じた魎呼は、この後、いやというほど後こう悔かいさせられるのだった。

　コートを縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけめぐる、阿知花の放つテニスボールに、剣も持たず、宝ほう珠じゆの力も使えない二人がかなうはずなかった。

　それまで二人は知らなかったが、阿知花はテニス部のキャプテンだった。それも国体級の実力の持ち主だった。

　その阿知花の強きよう烈れつなサーブやスマッシュが、容よう赦しやなく二人を襲おそった。

「何やってんのよ！　たまにはボールを返しなさいよ」

　ビシッ。バシッ。

「ホラ、ホラ。こっち、誰だれも守ってないわよ！」

　バシッ。

「あーあー、こんなボールも返せないの！」

　ビシッ。

「根こん性じようよ、根性」

「な、なんだよ！　天地のお袋さんは、サドっ気があんのかよ」

　さすがの魎呼もタジタジだ。

　行き場のない怒いかりをスポーツで昇しよう華かする、極きわめて純真な70年代の乙女おとめ、阿知花。

　そんな阿知花の姿を、熱ねつっぽい目でジッと見つめているのは……信幸だった。

　そして、スラリと伸びた阿知花の長い脚に目を奪うばわれ、不純な想いに捕とらわれる自分の心を戒いましめる信幸もまた、極きわめて純情で一いつ般ぱん的な70年代の高校男子であった。

　つまり、二人はこう見えてもお似に合あいだったのである。

　そういうことなのだ、諸君！

　とはいうものの、未来を知ってみれば、ちぐはぐな二人のすれ違いも笑って見ていられるが、そんなことなど知る術すべもない当人たちにとって、すれ違いの恋心は、おおいなる青春の悩み、壁かべ、挫ざ折せつなのであった。




　そして、放課後。

　帰ろうと席を立ち、ふと窓の外を見た阿知花は、信幸が中庭の花か壇だんの前に座すわって、熱心にスケッチブックに向かっているのを見つけた。

「信幸くん！」

「うわっ！」

　突然、後ろから話しかけられて、信幸はびっくりして立ち上がろうとした拍ひよう子しに、スケッチブックを落としてしまった。

「あ、阿知花君!?」

　信幸が、逆光になった阿知花を、まぶしそうに見上げた。

「何描いてるの？」

　スケッチブックを拾ひろいながら、阿知花が言った。

「な、なんでもないよ」

　信幸は、スケッチブックを奪い取ろうとした。が、阿知花はそれを高くかざした。

「いいじゃない。見せて見せて！」

「だ、だめだってば……」

　無理に取り戻もどそうとした信幸の手が、阿知花の手に触ふれた。

「あっ！」

　どちらともなく叫んだ。

「あ、あのー……ご、ごめんなさい。見せたくなかったらいいの」

「い、いや、いいんだ。阿知花君なら……」

「そ、そう……」

　阿知花は、信幸の隣となりに座すわると、スケッチブックを見た。

「なあーに、これ……？」

「家だよ」

　スケッチブックの中には、様々な家の絵が描かれていた。

「家は分かるけど、どうして……」

　阿知花が首をかしげながら、信幸の横顔を見た。

「好きなんだ……」

「えっ!?」

　思いがけない言葉に、阿知花はドキッとした。

「好きなんだ……こうしていろんな家を思い浮かべたりするのが」

「はっ……そ、そういうことね」

　阿知花は一人で赤くなった。

「どうかしたの、阿知花君？」

「ううん、なんでもない！」

　ごまかすように阿知花は、絵をジッと見つめた。

　その中の一枚、木こ立だちの中に佇たたずむ家に阿知花は目を止めた。

「あら、いいわね。コレ」

「えっ、そ、そうかな」

「こんな家、どこに建ってるの？」

「どこにも建ってないよ」

「え？」

「ぼ、僕ぼくのさ……理想の家なんだ」

（言っちゃった。絶対に笑われるよな。いつも理想の家を描いてたなんて）

　信幸は、緊きん張ちようのあまり、本当のことをしゃべってしまった自分を罵ののしった。

　だが、阿知花は、笑いもからかいもせず、熱心に絵を見つめてこう言ったのである。

「ふうん。理想の家かあ……。素す敵てきね。ねえねえ、屋根のここんとこにも窓があるといいんじゃない？」

「えっ？」

　信幸は自分の耳を疑った。

　これぞ、信幸の阿知花への憧あこがれが本当の恋へと変わった歴史的瞬しゆん間かんであった。

　自分の夢を笑うどころか、〝素敵〟と言ってくれて、しかもその夢を一いつ緒しよに見てくれる女の子に恋せずにいられる17歳男子が、一体どこにいるというのだ!?

「こうかな？」

　信幸はスケッチブックを受け取ると、その家の屋根に、窓を描き込んだ。

「そうそう、そんな感じ……」

「そうか、なるほど……阿知花君、いいセンスしてるね」

　阿知花の顔が輝いた。

「いいなあ。本当に、そんな家に住めたら。私の家なんて、広いだけでボロボロなんだから。ねえ信幸くん、その夢の家がもし本当にできたら、私にも見せてくれる？」

　うっとりした目で、自分の描いた家の絵を見つめてくれる阿知花に、調子に乗った信幸はつい口を滑すべらせてしまった。

「そ、そりゃいいけど……でも阿知花ちゃんの家だって、伝統的な日本建築で素す晴ばらしいものじゃない」

「え？　信幸君、私の家を見たことあるの？」

「あっ、い、いや」

　冬休み、偶ぐう然ぜんの出会いに期待して、阿知花の家の回りをうろついていたなんて、言えるわけがない信幸であった。

「どうでもいいだろッ」

　そっけなく言い捨ててスケッチブックをひったくり、歩き始めた信幸の後を、阿知花は追いかけた。

「何、怒ってるのよ。帰るんだったら、バス停まで一緒に行こうよ」

　信幸を追って、校門を出ようとした阿知花は、校門の横に所しよ在ざいなげに佇たたずんでいる小学生らしい女の子に目を止めた。

　オーバーオールに野球帽ぼうをかぶり、ピースマークのバッジを付けた女の子は、かわいらしい笑顔を投げかけた。

「何してるの？」

　阿知花が聞いた。

「お姉ちゃんを待ってるの」

「お姉ちゃんって、この学校の生徒なの？」

「うん、そうなの。それよりお姉さん、あのお兄さん、あんまり待たせちゃ悪いんじゃない？」

「え？」

　少女が指さした先には、とっくに先まで行ってしまったと思っていた信幸の姿があった。

「バス停まで一緒に行くんだろ」

　ぶっきらぼうに言って歩き出した信幸の後を、急いで追いかけながら、ついつい口元がゆるんでしまう阿知花であった。

　信幸にあと一歩で追いつこうという瞬間。ふと後ろ髪を引かれる思いで少女を振り返った阿知花は、いつの間にか少女の側に立っている、一人の少年の食い入るように自分を見つめる瞳ひとみに捕とらえられた。

　だが、それはほんの一瞬のことで、阿知花の視線を気にするように少年は、すぐに踵きびすを返すと、さっきの女の子を連れて行ってしまった。

「どうかしたの？」

　放心したように、少年と少女を見送る阿知花に、信幸は心配げに訊きいた。

「ううん。何でもない」

　そう言いながら、阿知花は、何かを思い出さなければいけないような気がしていた。

　けれども、その何かはひどく恐ろしいものに思えた。

「信幸くん」

　思わず呼びかけた阿知花の不安げな瞳を、信幸は優やさしく受け止めた。

「日が暮れてきたよ。急ごう」

　阿知花の心に、不安を押しのけて、初めての恋の甘い予感が満ち始めていた。

　二人が角を曲がるのを確認するようなタイミングで、あの少年と女の子が現れた。

　女の子の方は、26年前の日本の女の子に扮ふんした樹じゆ雷らい星のお姫さま、砂さ沙さ美みちゃん。

　もちろん少年は天地、その人だった。

「あぶなかったけど、気づいたかな？」

「大だい丈じよう夫ぶだと思うわ……」

「過去に来ているのは分かっていても、お袋だと思うと、つい興こう奮ふんしちゃうよな……」

「天地兄ちゃん……」

「フフッ……砂沙美ちゃん、皆には内ない緒しよだよ」

　天地はそう言って、砂沙美ちゃんにウインクしてみせた。




「おーい、腹へったぞ～。メシはまだか～！」

　茶の間で寝っころびながらテレビを見ていた魎呼が、台所に向かって叫んだ。

「本当にあなたって人は自分勝手ですわね。少しはお手伝いなすったら」

　一緒にテレビを見ていた阿重霞である。

「そう言うおめえだって、何もしてねぇじゃねぇか」

「自じ慢まんじゃございませんけど、わたくし今ひとつ地球の食べ物には自信がありませんの」

「ほおー、そんじゃどこの星だったら自信があるってんだ」

「だいたい地球の料理は、切ったり、煮たり、焼いたりと合理的ではありませんわ」

「おめえの得意料理ってのは、固形食料理のことか……」

「あらー、いけませんの？　すぐできますし、それに栄養のバランスだってバッチリですわ」

　そんなことを言っている間に、いい匂においがしてきた。

「フン、フン、フン、フフ～ン」

　我われ知らず、鼻唄など歌いながら、阿知花は夕食の支し度たくをしていた。

　メニューは、子牛肉のフリカッセにカボチャのポタージュ、鮭さけのマリネ、イタリアンサラダ。

　日頃の柾まさ木き家の家計からすると、とてつもなく豪ごう華かなものであった。

　その時、玄関が開いた。

「あれ、誰だれかしら？　魎呼さんか阿重霞さん、ちょっと手が離せないの。出てみてください」

　阿知花が、茶の間に向かって叫んだ。

「しょうがねえ、見てきてやるか」

　珍めずらしく魎呼が引き受けて、玄関に出てみると美星が立っていた。

「今晩は！」

「何やってんだおめえ？」

「何って、家庭訪問です」

「家庭訪問だあー!?」

「家庭訪問って、こんな時間に!?」

　一段落ついた阿知花も出てきた。

「は、はい！」

　美星は明るく答えた。

　そこへ勝かつ仁ひとが帰ってきた。

「これは先生、よくおいでくださった」

「あらっ、お父さん、どうして美星先生を知ってるの？」

「いや、それはだ……学校から新しい先生が、家庭訪問をすると……ともかく中に入っていただきなさい。よろしかったら一いつ緒しよに食事でもしていかれては……」

　何かごまかされたようでスッキリしなかったが、阿知花はそれ以上聞かなかった。

　皆、とっとと行ってしまったからだ。

「まっ、いっかー。今日は素す敵てきな日だったんだし」

　ちゃっかりと皆は、茶の間のテーブルについていた。もちろん美星もである。

「ほう、阿知花。今日は随ずい分ぶん、豪ごう勢せいだねえ」

　勝仁が、テーブルの上のご馳ち走そうを見て驚おどろいた。

「そうでしょ？　カップヌードルよりずっと手がかかっているわよ」

　上じよう機き嫌げんで答える阿知花に、勝仁は苦笑した。

　昨日の夜は、日記を読まれたとかなんとかで、あんなにふくれっ面つらをしていたのに。

「学校でいいことでもあったのかい？」

　この問いには、阿重霞が代わって答えた。

「それがね、お父様。阿知花さんったら、今日の放課後、デートなさったんですのよ」

　ガシャーン！

　鍋なべをひっくり返す音がした。

　阿知花が、真っ赤になって叫ぶ。

「何、いいかげんなこと言ってんのよ！　デートなんかしてないわよ」

「おやまあ、隠かくさなくてもいいじゃないか。仲良く手をつないで歩いてたくせに……」

　今度は、魎呼が首を突っ込んでくる。

「手なんかつないでません！」

　怒る阿知花に、なおも魎呼がからんでくる。

「おや、そうかい？　でも信幸も男だもんなあ。キスくらい迫せまってきたんじゃないのか？」

「そっ、そんなこと、あるはずないでしょっ！」

　うろたえる純真な阿知花に、阿重霞も面おも白しろがって加勢した。

「そうでしょうとも。阿知花さん、そんな女に毒されてはいけませんわ。いくら好き合った仲でも、節度は守らなくては……。恋のＡＢＣなんてまだ、高校生には早すぎますことよ」

「バカなこと言わないでよ！　信幸君は、そんな人じゃないわ!!」

　加熱する三人のやりとりを、いつものごとくのんびりと見守っていた勝仁が言った。

「ところで、阿知花、明日からの修学旅行の支し度たくはできたのかね？」

「えっ…ええ、お父さん」

「!?」

「!?」

　振り返った魎呼＆阿重霞の顔は、オッタマゲーションマークとハテナマークで埋うめ尽つくされていた。

「修学旅行～。明日から～!?!?!?」

　いやもう一人、ハテナマークがいた。

　引いん率そつをしてくれるはずの美星先生だ。

「わたくし、何も聞いてません～」








第４章　宇宙暦５０７４１０……禍か因いん封ふう印いん









　草木も眠る丑うし三みつ時。

　暗くら闇やみに佇たたずむ男の姿があった。

　書き物机の前にきっちりと正座し、目を固く閉じている姿は、瞑めい想そうしているようでもある。

　男は何かを思い立ったように、ふと立ち上がると、「もよおしてしまった」とつぶやきながら廊ろう下かに面した襖ふすまを開き、すたすたと歩いていった。

　便所で用を足した男は、自室へ戻もどろうとはせず、客間の襖を音も立てずに開けた。

　中では、この家に下宿する二人の少女が眠っている。

　寝ね相ぞうは、すこぶる悪かった。

　特に水色の髪の方は、掛かけ布ぶ団とんははねのけ、マクラも彼方かなたに飛ばし、敷しき布団を抱いて……とにかくうら若い女の子の寝姿としては、目を覆おおうものがある。

　しかも、寝乱れたナイスバディは高校生とは思えない色気があった。

　男は、もう一人の方の、日本的な顔だちに長い黒髪をした、少女の清らかな（？）寝顔をじっと見つめていた。

　静かな寝息が、安らかな眠りの中にいることを物語っていた。

「天地さま……」

　夢を見ているのであろう。

　月明かりのおかげで、男の顔が見えた。その顔は、遥はるか何なん億おく光こう年ねんの彼方の星々に、思いを馳はせているように、見えないこともなかった。が、ただの助すけ平べ爺じじいが若い女の子の寝顔と寝乱れ姿に、鼻の下を長くしていると思ったほうが正しいだろう。

　しばらく少女に見入っていた男は、やがて思い切ったように部屋を出た。

　男は、縁側に立って、春の星空を振ふり仰あおいだ。

　光化学スモッグなどの公害が取り沙ざ汰たされている時代ではあったが、この地方都市では、空は高く、空気は澄すんでいた。

　男の脳のう裏りには、幼おさない頃の思い出が蘇よみがえりはじめていた……。




　あの頃の私は、まだほんの子供で、父上に従って、毎日、剣の稽けい古こに励はげんでいた。

　ある時、父上が言った。

「遥よう照しよう、樹じゆ雷らいの皇おうというものは、この樹雷星はもちろん、宇宙のすべての平和のために戦わなくてはならないのだ」

「はい。父上」

　その頃の私は、既すでに神しん童どうなどと呼ばれていた。

　未来の樹雷を背負って立つのは私しかいないなどと、多少、思い上がった考えを持った、おませな子供だった。

「遥照、今日はお前に、全宇宙のために戦った樹雷皇の素す晴ばらしい姿を見せてやろう。こちらへおいで」

「はい」

　父上は私を連れて、これまで行ったことなどなかった、王宮から続く深い森を、奥へ、奥へとどこまでも進んで行った。

　どれほど歩いただろうか。

　ふと、目の前が明るくなった。

　私たちは小さな湖のほとりに出た。

　湖の真ん中には、小さな祠ほこらが立っているのが見える。

　父上は、私の手を取って、水の上を滑すべるように飛ぶと、私を祠へと誘いざなった。

　そこにたどり着ついて、中を覗のぞいた私は驚おどろいた。

　祠の中は、どこまでも広く、外から見た、あの祠の中だとは到とう底てい思えなかった。

「これは、どこです!?」

　驚く私に、父上は静かな口く調ちようで言った。

「遥照、目に見えるものがすべてではない。あの祠は入り口に過ぎないのだよ」

　哲学的な言葉だが、今にして思えばあたり前のような気がしないでもない。

　祠の中には、無数の木の根のようなものが安置されており、それぞれ弱いが美しい光を放っていた。

「これは……!?」

「宇宙船の記憶だよ」

「宇宙船の、記憶？」

「そうだ。お前も知っている通り、樹雷の皇族はみんな自分の生命とも言える宇宙船を持っている。これは、我われらが皇族と一いつ緒しよに戦い、疲れ、休息している宇宙船の記憶たちなのだ」

「宇宙船の幽ゆう霊れいなの？」

「幽霊？　魂たましいという意味ではそうかもしれない。だが、これらは死んではいない。ただ、静かに眠っているのだよ。さあ、こちらへおいで」

　父は、さらに祠の奥へ、奥へと私を誘いざない、ようやくある宇宙船の記憶の前で立ち止まった。

「これだよ。さあ、この記憶に手を触ふれてごらん」

　父に言われるままに、私はその薄く光るものに手を触れた。

「わっ」

　途と端たんに、激しい衝しよう撃げきが身体を貫つらぬき、私は手を引っ込めた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。その衝撃は宇宙船の記憶だ。現実のものではない。さあ、手をかざして、記憶を辿たどってごらん。その宇宙船と、宇宙船に乗っていた者の心に触れるのだ」

　再び、手を触れた私は、その宇宙船の記憶の奥深くに引き込まれていった。




　もの凄すごいパワーだった。何もかもが吞のみ込まれていく……。

　人も、建物も、宇宙船も……。

　その時私は見たのだった。しかしそれは、あまりにも不確かな存在だった。能のう面めんのような顔に、長いマントをつけた、あれは人だったのだろうか？

　いや、あんなエネルギーを持った人間がいるわけがない。
















　何もかもを吸い尽つくし、衰おとろえさせるエネルギー。

　樹雷の樹き々ぎが持つ〝育て、育はぐくむエネルギー〟とは全まつたく別の物だ。

　宇宙船に刻きざまれた記憶が、ゆっくりと動き出した。

　惑わく星せい破は壊かいテロ、大量殺人、宇宙船破壊……。

　数々の無む差さ別べつテロを繰くり返す能面の怪かい人じんは、全宇宙の人々を恐怖に陥おとしいれていた。

　時は、宇宙暦５０７４１０……年。

　ギャラクシーポリスは、その怪人を全宇宙に指名手配し、全力をあげて追つい跡せきしていたが、全く歯が立たなかった。

　ギャラクシーポリスは、時の樹雷皇おうに協力を仰あおいだが、樹雷の人々は皆、その要よう請せいを拒否するよう、皇おうに進言した。

「皇、危険です。これまでに分かっているところでは、アイツのエネルギーはマイナス因子なのです。皇の持つプラス因子が、アイツの前でどうなるかお分かりでしょう？」

　皇は静かに言った。

「アイツの前では、私の力はことごとく吸い取られてしまうだろう。だが、アイツの力もまた、私のエネルギーによって弱まってゆくはずだ」

「皇！　とんでもございません。そのようなお考えはお捨てください。幸い、プラスの因子がひしめいている樹雷には、さすがのアイツも手が出せません。樹雷の民たみは、樹雷にいる限り安全なのですから……」

　樹雷皇は、悩んだ。

　悩んで、悩んで、悩み抜いた。

　この不ふ穏おんな時代に、自分が樹雷を旅立てば、樹雷の民は不安がるだろう。

　しかし、仮にも全宇宙の中でも最も強大な樹雷星の皇が、宇宙の一大事をこのまま手をこまねいて見ているだけでいいのだろうか、と。

　もちろん、そんなきれいごとばかりではない。

　自分には愛する妻もいれば、かわいい皇おう子じも姫もいる。

　もし私が戦いに赴おもむき敗やぶれたら、あの者たちの運命はどうなるのだろうか……。

　しかし、皇は決意した。

　例たとえ、生命を捨てようとも、あの殺さつ戮りくを止めさせることができるのなら……。

　そうして皇は旅立った。

　自分の宇宙船とともに、あの、怪人の元へと……。

　旅立って１週間の後、怪人は待ち構かまえていたように皇の元へ姿を現した。

　聞きしに勝まさる、あの能面のような不ぶ気き味みな顔が、宇宙船のスクリーン一いつ杯ぱいに映うつし出された。

「よく来たな、樹雷の皇よ。お前があの星を離れてくれて嬉うれしいよ。さしもの私も、あの星全体のパワーには負けてしまう。だが、お前と星が別々になった今は別だ。行くぞっ！」

　バシッ！　バシッ！　バシッ……！

　怪人の、広げた両の手から、激しいプラズマが放はなたれた。

　瞬間、宇宙船はバランスを失った。

　光の奥から声が聞こえる。

「出てこい、樹雷皇。そして、私と戦え！」

　バシッ、バシッ、バシッ！

　またしても激しいプラズマが宇宙船を直撃する。

　このままでは宇宙船が持たない。

　樹雷皇は、戦闘服を身につけ、剣を手に、宇宙空間へと躍おどり出た。

　途と端たんに、激しいプラズマが身体に衝しよう撃げきを与える。

　それは、これまでにない打撃だった。

　痛みでも、苦しみでもなく、自分の中から何かが消え失うせるような感覚……。

　だが、樹雷皇は体勢を整え、強く光る剣をもって怪人に挑いどんだ。

　まさに、生死を賭かけた戦いだった。

　自分の力を、運命を信じるしかない。

「ヤアッ」

「グォーー」

　確かな手ごたえを感じた。

　怪人が叫ぶ。

　地を引き裂さくような響きだった。

　とどめとばかりに斬きりかかったが、剣を振りかぶったところを、またプラズマに襲おそわれた。

　バシッ、バシッ、バシッ！

「ウグッ」

　簡単に決着は着かなかった。

　これまでのどんな戦いよりも、長く、苦しい時間が過ぎた。

　何よりも、時間が経たつにつれて、自分の中の喪そう失しつ感かんが高まるのが辛つらかった。

　しかし、「自分がこれだけエネルギーを失っているのだから、相手も同じに違いない」

　そう言い聞かせた。

　が、繰くり返される攻防に、もう力が尽き果て死を覚かく悟ごし始めた。

　その時だった。激しい警報が樹雷皇の耳を貫つらぬいた。

　ウ～ウ～ウ～

「全宇宙指名手配、特とく殊しゆエネルギー体Ｎ．Ｏ．Ｖ．分類。コードネーム『ＫＡＩＮ』ただいま発見！　亜空間ネットにより捕ほ獲かくします！」

「グワ～」

　樹雷皇との長い戦いで消しよう耗もうしていたカインは、亜空間ネットにあえなく捕獲された。

　樹雷皇に向かって、こう叫びながら……。

「覚えていろ。樹雷皇。これから先、お前への憎にくしみだけが私の糧かてだ。私はお前を恨うらむ！　お前の星を恨む!!　お前の子孫を恨んで、恨んで、恨み尽くしてやる、何億光年経とうとも!!」




　気がつくと、私は宇宙船の記憶の前で泣いていた。

　カインの地の底を這はうような叫びがあまりに恐ろしかったのだ……。

「大だい丈じよう夫ぶか、皇子よ？」

　父上の優しい手が肩に置かれ、私はますます泣きじゃくった。

「お前が泣くことはない。ずっと昔の話なのだから……」

「この後、どうなったの？」

「樹雷皇は無ぶ事じに国へ帰ったが、この戦いのせいか、随ずい分ぶん短命だったということだ」

「カインは？」

「カインは、ギャラクシーポリスの亜空間ルームに封ふう印いんされている」

「今も？」

「そう、今も」

　父上のその言葉に、身の毛もよだつ思いがした……。




「カイン……か」

　夜空を見上げながら、そう一人つぶやくと勝仁は珍めずらしく、ぶるっと身み震ぶるいした。

　空は相変わらず美しく、星は闇やみ夜よにまたたいていた──。








第５章　西暦１９７０年、東京









　皆の戸と惑まどいと不安をよそに、その日がきた。

　空は晴れ渡り、風さえない。問題を抱かかえてさえいなければ……なんて素す晴ばらしい旅立ちの朝だろう。

　夜明け前から、なんだか浮き足立った空気が、柾まさ木き家を包んでいた。

「あの～、阿あ知ち花かさん。やっぱり行かれますの？」

　阿あ重え霞かが、昨日きのうの夜から何度となく訊きいた質問を繰くり返す。

「当たり前でしょッ。昨日から何べん訊いたら気がすむのよ！」

　阿知花は最後の荷物点てん検けんを、迅じん速そくに進めながら言った。

「なあ～、悪いこと言わないから、やめとけよ。東京なんていいことねえぜ～」

　こりずに魎りよう呼こが説得するが、阿知花はケンもホロロである。

「私は東京に行きたいわけじゃないのッ。思い出深い修学旅行に参加したいのよ。あんたたち、そんなに行きたくなかったら、来なきゃいいでしょ！」

「だからあ、そういうわけにはいかないんだよ」

　と、魎呼はなおも食い下がる。

「あんたたちの言ってること、全然分かんないわよ。あ～、もう遅ち刻こくしちゃうじゃない。私、行くからね！　お父さん、行ってきま～す!!」

「ちくしょう、しょうがねえな」

「行くしかありませんわね」

　魎呼と阿重霞も、渋しぶ々しぶ、ボストンバッグを持って阿知花の後を追った。

　玄関を掃はきながら三人を見送る勝かつ仁ひとの目が、キラリと光ったように思えたが、それはただの光の加減というものかもしれない。




　日本国有鉄道が誇ほこる、いや日本が誇る新幹線ひかり号は、阿知花たち倉くら敷しき西高の修学旅行、御一行さまを乗せて、ひたすら東へ東へと向かっていた。

　さっき大井川を渡った。生徒たちの中で東京への憧あこがれは次し第だいに現実のものとなり、少年少女の夢はもうすぐかなえられる。

　静かに瞑めい想そうしながら、到着を待ちうけているのだった……と、言いたいところだが、どっこいそんな殊しゆ勝しような一面は、これっぽっちも見られない。

　古今東西、そんな修学旅行団があってたまるか。

　現実は……と、見れば。

　時々、貸し切り車両にまちがって乗り込んで、眉まゆを顰ひそめてとっとと退散するビジネスマンたちを尻しり目めに、今が花の盛りの高校生たちは、道中寝るのも惜おしんで、ひたすらピーチクパーチクと大はしゃぎ。

「ねえねえ、おこづかいいくら持って来た？」

「３０００円って決まってなかったっけ？」

「バカねえ。３０００円ポッキリで何が買えるのよお。せっかく東京行くんだから」

「うそー、規則守ったの、あたしだけェ？」




「なあなあ、夜、ホテル抜け出してさ……」

「おっ、いいじゃんか」

「お、俺おれもそれ１枚かんだ！」




「ポッキー食べる？」

「あっ、欲しい、欲しい」

「こっち、クッキーあるわよー」




　蜂はちの巣を１００個くらいつついたようなやかましさである。

　阿知花はといえば、初めて乗る新幹線や、東京という、地図と写真でしか見たことがない土地に胸をふくらませながらも、別のことで気はそぞろだった。

　それは、修学旅行とはいえ、信のぶ幸ゆきとの初めての旅行なのだ。

　見るからにホワイトで大きな星を描いたような、キラキラ系の瞳ひとみを輝かせていた。

　ひかり号の進行方向左側に、富士山が見えてきた。

　車中のあちこちから、今日何度目かの歓かん声せいが上がった。

　箱根を越えると、東京はもう目と鼻の先だ。

　同級生が突然気づいたように、阿知花に話しかけた。

「そういえば、阿知花のとこのキテレツ転校生二人組はどうしたのよ。今日はいやにおとなしいじゃない」

　友達の問いかけに、阿知花も、そういえば、と思った。

　いつもひと一倍騒そう々ぞうしいのに……。

　すっかり、二人の存在を忘れさせてくれるほど、今まで何もなかったのは奇き蹟せきだ。

　何が起こったのだろう？

　朝は意識して、旅行中は二人のことは忘れようと思ったのに。この静けさは逆に不ぶ気き味みでもあり、何か物足りないような気もする。

「さあ。なんか行きたくないとか、朝まで言ってたけど……」

「ふうん」

「あの二人なら、大だい分ぶ前にトイレ行くって連れだってったきりよ」

　別の友達が話に加わってくる。

「全く、仲がいいんだか悪いんだか……」

　阿知花は苦笑して言った。

　そこんとこは、永遠の疑問である。




　問題の二人は、学校が貸しきったのとは別の車両、そう、天地さま御一行の席に来ていたのだ。

「チクショー。なんだって、この狭せまい地球のたかだか６００㎞の移動に、こんなうっとおしい乗り物に乗って行かなきゃならねえんだよ」

　と魎呼が言えば、阿重霞も、

「本当ですわ。第一、３時間半もかかるんですってよ」

　と応じる。二人はおとなしくなったのではなく、ただ場所を変えただけだったのである。

「仕し方かたないよ。これが、この時代の一番速い乗り物なんだからさ」

　お姉様方より、ずっと物分かりの良い砂さ沙さ美みちゃんが言った。

　しかし、一番問題なのは、魎呼、阿重霞ではなく、その横にいるにわか女教師かもしれない。

　その名は言わずと知れた、ものすごい大荷物に埋うずもれながら、捜し物をしている美み星ほしだった。

「えっとお、これは違うし、これも違う、うーんと、あー、ここにも入ってない。あーん、やっぱりないよお、清きよ音ねェ！」

「何を忘れたのよ、ったく」

　うっとおしそうに清音が聞く。

「チョコボールよ。せっかく昨日、買ったのに……他のお菓か子しはぜぇんぶ持って来たのに。あーん、一番楽しみにしてたのが……」

　ついにブチ切れた清音が叫んだ。

「いい加減にしてよ！　ちっとも頭に入らないじゃないの!!」

「頭に入らないって、清音お姉ちゃん、何か勉強してるの？」

　砂沙美は、清音が持っている本をのぞき込んだ。

「清音さんは、現地のバスガイドとして、母さんを見守ってくれることになってるんだ。だから、東京の観光案内を勉強しているんだよ」

　天地がそう言って、つづけた。

「ところで、何か変わったことはなかった？」

「別にこれといったことは……ねえ」

「ああ、ほんとにお袋さんの身に何か起こるのかよ」

　阿重霞と魎呼が、天地を見て言った。

「うん。鷲わ羽しゆうさんの計算だと、俺たちがこっちに来て七日以内に何か起こるってことは、この修学旅行で……ってことになるんだけど……」

「ちっ、なにも修学旅行の最中じゃなくったっていいじゃねえか！　それにしたって、東京なんて、都会だ都会だっても、知れてんだろう」

　と、まだふてくされている魎呼に、ガイドブック片手の清音が言う。

「あら、そうでもないわよ。東京タワーっていう電でん波ぱ塔とうはなかなか興きよう味み深いものがあるし、大都会といっても、古いお寺なんかもたくさん残ってるみたいだしね」

「あら、本当！」

　ガイドブックをのぞき込みながら、阿重霞が興味深そうに浅せん草そう寺じを見て言う。

「ケッ、寺なんか見て、喜ぶなんて年寄りだけだよ」

「まあ、情じよう緒ちよってものがお分かりにならないのねえ。あっ、そうか。あなた、鬼ですものねえ、ホホホホホホ」

「なんだとー!!」

「お姉さまたち、もうやめてよ!!」

　いつになく強い調子で砂沙美が言った。

「遊びに来てるんじゃないんだよ。天地兄ちゃんが消えちゃってもいいの？」

　砂沙美の言葉に、さしもの二人もシュンとなった。

　天地は座席に座すわって、ぼんやりと窓の外を眺ながめている。

　いつもなら、騒々しい二人を真っ先にたしなめただろうに……。

「私たち、クラスの車両に戻もどりますわ」

「ああ、阿知花が心配だしな」

　魎呼と阿重霞は気まずくなって、すごすごと自分たちの車両へと帰っていった。

　夢の超特急は、自じ慢まんのスピードを次第に落とし、高層ビルが林りん立りつする首都東京をうねるように蛇だ行こうして走っていた。

　しばらくして東京駅に降おり立った一団は、さすがに車内での大騒ぎに疲れたのか、それとも初めて見る大都会の喧けん騒そうにのまれたのか寡か黙もくな集団になっていた。

　なにはともあれ、無ぶ事じに一行は東京へ着ついた。そして、天地たちもまたその後につづいていた。

　その日は何事もなく、平和な時間が流れていった。




　東京の朝がやって来た。

　宿泊先のホテルの前には、早くから観光バス数台が並んで、倉敷西高御一行さまを待っていた。

「皆様、おはようございます。すずめ観光バスへようこそ。私が、案内を務めさせていただきます、真備まきび清きよ音ねと申します。昨日はよくお休みになられましたか？」

「は～い!!」

　元気に答える生徒たちに、ニッコリと微ほほ笑えみかけ、清音は言葉を続けた。

「それでは、出発いたしましょう。えー、今日のコースは……」

「バスガイドさーん!!」

　信幸が手を上げる。

「はい、なんですか」

「美星先生がまだ来ていません」

「え？」

　と、その時である。

　荷物をひっくり返しながら、美星がバスに乗り込んで来た。

「あ～ん、間にあってよかった～」

「よくないわよ！　なんで、こんなとこまで来て寝坊するのよ」

「だってえ、目め覚ざましが鳴らないんだも～ん」

　ベソをかいている美星に、清音が容よう赦しやなく言う。

「また、ベルが鳴ってるのに気づかなくて寝てたんでしょう？」

「違うも～ん。１時間間違えてセットしただけだも～ん」

　どう見ても、旧きゆう知ちの仲の二人に、前の座席の生徒がいぶかしげに訊きいた。

「あのー、バスガイトさんと先生って、お知り合いなんですか？」

　途と端たんに、状況に気がついた清音は、あわててその場を取り繕つくろった。

「い、いえ、美星先生とはホラ、昨日の夜、今日の打ち合わせをさせていただいて、すっかり気が合っちゃって……」

「わあ。清音ェ、あたしたちって、どこに行っても親友になれるのねえ……」

　全く状況を把は握あくしていない美星であった。

「あの～、ガイドさん。先生と仲が良いのはいいんですけど、そろそろ出発したほうが……残っているのは私たちだけなんですけど……」

　生徒の一人が言った。

「へっ!?」

　清音と美星はきょとんとして回りを見た。ホテルの前にはそのバスだけが取り残されていた。

「全く、あの二人の漫まん才ざいにはあきれますわねえ」

「ホント、騒さわがしい奴やつらだぜ」

　そうささやき合う魎呼と阿重霞。

　二人の座る後部座席の荷物の山に、紛まぎれ込んで乗り込んでいた天地は思った。

『そのセリフ、そっくりそのまま二人にあてはまるんだけど』

　やがて、バスは皇こう居きよに到着した。

　喜びいさんでバスを降りる生徒たちの最後に、荷物に紛れ込んでいた天地、砂沙美、魎りよう皇おう鬼きがいた。
















「フーッ。砂沙美ちゃん、疲れただろう」

「うん、ちょっとね」

　ああ、嘆なげかわしや。砂沙美姫。世が世なら、大だい名みよう旅行もできましょうに。

「フミャー」

「リョーちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　広い銀河を駆かけめぐる宇宙船が、荷物の中に紛まぎれていたのである。

　さぞ、窮きゆう屈くつだったであろう……。




　一行は皇居の東側にある、二の丸庭園を歩いていた。

　信幸がしきりに、８ミリカメラを回している。

「あれ？　信幸君、８ミリ持って来たの？」

　女生徒の一人が声を上げると、たちまちクラスメイトが、信幸の周りに集まってきた。

「わあ、撮とって、撮って」

「ヤッホー!!」

「アッホー!!」

　こういう奴も大たい抵ていクラスに一人はいる。

　カメラの前でＶサインしたり、おどけてみせるクラスメイトを、しばらく撮影していた信幸だったが、やがてそのファインダーは、少しはなれた阿知花をとらえた。

　桜さくら並なみ木きの中で、阿知花は微ほほ笑えんでいた。

　美しく、あでやかに。

『ああ、青春って素す晴ばらしい!!』

　信幸は、大おお袈げ裟さでなくそう思った。

　生徒たちから、少し遅れてやって来た天地たちが見たのは、ファインダー越ごしに阿知花に熱い視線を投げかける、信幸の姿だった。

「あのフィルム、ここで撮影したものだったんだね」

　砂沙美が言った。

「うん。家の近くじゃないなとは思ってたんだけど、修学旅行の思い出だったんだ」

　天地は、熱心にファインダーを覗のぞく、若き父親を感かん慨がい深げに見つめながら言った。

　そして、１９９６年の、アノ、信幸の姿を思い出しながら、心の中でそっと呟つぶやいた。

『年を取るって、寂さびしい……』

　その時、一心不乱に８ミリを回しつづける信幸の所へ、魎呼と阿重霞がやって来た。

　しばらくおとなしかった二人だったが、なんだか背筋に悪お寒かんが走る。

　案あんの定じよう、魎呼が信幸にからみ始めた。

「おまえなー、阿知花ばっかり撮とってんじゃねえよ」

　阿知花の姿に見とれていた信幸は、急に話しかけられて、しかも図ず星ぼしをさされて焦あせった。

「な、そ、そんなことないよ」

「あら、お父様ったら真っ赤になって、若い頃は、随ずい分ぶん、純情でいらっしゃいましたのね」

「はあ？」

　阿重霞の訳わけの分からない話に、ますます頭の中がこんがらがる信幸であった。

　木こ陰かげからこの様よう子すを見ていた、天地と砂沙美ちゃんは、予想された事の成り行きとはいえ、ため息が出た。

「全く、お姉様たちったら、新幹線の中で砂沙美があれほど言ったのに」

「しっ、砂沙美ちゃん、こっちに隠かくれよう」

　向こうから、阿知花が近づいて来るのをみとめた天地は、砂沙美と木陰に隠れた。

「ねえ、どうしたの？」

　阿知花ばかりか、みんなが集まってきた。魎呼と阿重霞の行くところ、トラブルも多いが、いつも何かがありそうで期待させる。そんなイメージが人の心をくすぐるのかもしれない。

　いや、そんなんじゃない！　皆、多かれ少なかれ事件好き、とりわけ他人のトラブルには興味津しん々しん、というのが一いつ般ぱん大衆というものだろう。

　しかし、そのネタにされる方は、たまったもんじゃない。この場のターゲットは哀あわれなカメラ小僧。そして、状況を知らない、美しきモデル嬢。

「どうしたの？　どうしたの？」

　もう一人、ややっこしいのまで登場してきた。美星である。

「ねえー、皆さん聞いてくださーい。信幸君ったら、阿知花さんばかり撮影しているんですよー」

　ここぞとばかり、阿重霞が大きな声で発表した。

　阿知花は、話題が自分と信幸のことだと知っても、きょとんとして聞いている。

「青春ですね～」

　美星がすぐに合いの手を入れる。

「いや～、ほんとやけるぜ！」

　魎呼がはやしたてる。

「やめてったら～！」

　勝手なことを言っている皆を、やっと阿知花が真っ赤になって止めた。

　が、この手の人の痛みなど、平気な連中だ。

「こんなところを、おまえのおやっさんが見たら失しつ神しんもんだぞ」

　と、言って魎呼は、わざとらしい咳せきを一つすると、阿重霞を相手にクサい芝しば居いを始めた。

「阿知花……」

　勝仁のマネである。

「なあに？」

　阿重霞も阿知花を演じる。こうした段取りや、タイミングはリハなしの年ねん季きモンで一芸といえる。

「おまえ、今日、その……」

「はい？」

「信幸君と……その、なんだ、デートしたんだって？」

「えっ！　な、何言ってんの、デートなんてしてないわよ」

　誰だれか止めないと、留とどまるところを知らない。

「だっておまえ、８ミリのモデルまでやったそうじゃないか」

　たまりかねて、阿知花が怒ど鳴なった。

「あんたたちねっ!!」

「別に隠かくすことねえじゃねえか、なあ？」

「ねーえっ」

　うなずき合う魎呼と阿重霞。この二人の共同戦線にかなうものなどない。

　離れて木陰から見ていた天地と砂沙美ちゃんと魎皇鬼は、目を覆おおいたくなった。

「あいつら、なにやってんだよ！　もう……」

　天地がイライラして言った。

「せっかく天地兄ちゃんのお父さんとお母さんが、仲良くなりかけていたのに……」

「ミャア～」

「本来の目的を忘れてるんじゃ……」

　深くため息をついた天地の体が、突然消えかけた。

「うわっ！　まただっ」

「天地兄ちゃん！」

　しかし、それは長く続かなかった。しばらくすると体は元に戻もどった。思わず天地と砂沙美ちゃんは、その場に座り込んでしまった。

「……鷲羽さんのシールドの効果が、弱くなっているのかなあ……」

「うん……急がないと」

「ミャー」

　魎皇鬼が不安そうに、二人を見上げた。




　魎呼たちを無視するように、阿知花は信幸に言った。

「信幸君、浅草では２時間自由行動だって。一いつ緒しよに回らない？」

「う……うん」

　ちょっと回りを気にしながら答える信幸に、存在を無視されてカチンときた魎呼が、からむ。

「おう、おう、この色男！　熱いねえ」

「あんたたち、信幸君に変なこと言わないでね！」

「あら、あら、変なことって何ですの？」

　とぼける阿重霞に、阿知花が食ってかかる。

「だから、私たちがデートしたとか、手をつないでたとか、こ、恋のＡＢＣとか……」

「恋のＡＢＣ……？」

　突然、すっとんきょうな声を上げた信幸を見て、真っ赤になった阿知花は顔を覆おおって、その場を逃げ出した。

「バカ！　もう知らない!!」

　という言葉だけが残された。

　ハッと気づいた信幸。

　反射的に追いかけた。（行動力が芽め生ばえたかな）

「おーい、阿知花君。待てよー」

　二人が去って、ギャラリーも散って行った後に、隠れていた天地、砂沙美、魎皇鬼が出てきた。

　天地は、当たり前と言えば、当たり前だが、不ふ機き嫌げんな顔をしていた。

「いい加減にしてくれよ、二人とも」

「そうよ、なんであんなにつっかかるの？」

「ミャア、ミャア、ミャー！」

　砂沙美と魎皇鬼も、二人をたしなめる。

「阿知花の奴、さすが血がつながってるだけあって、誰かさんに似て単純でからかいやすくってさあ」

　魎呼が、阿重霞を横目でチラッと見ながら言った。

　阿重霞も負けてはいない。

「あら、私が天地様のお母様に似ているとおっしゃりたいのね。嫌いやだわ。殿との方がたって、皆さん、マザコンの気けがあるっていうことですし、天地様も……」

「アタシが言ってんのは、単純なとこだけだよ。容姿で言やあ、おめえと阿知花は、月とスッポン、太陽にドジョウだよ」

「なんですってーっ!!」

　怒いかりに身を震ふるわせ、魎呼につかみかかろうとしたが、瞬しゆん間かん、魎呼は地を蹴けって飛び上がった。

　透かし技？　をかけられてバランスを失った阿重霞は、その場で転んでしまった。

　しかし、魎呼の視線はそこにはなかった。阿重霞の一人相撲ずもうだったのだ。

「何者だッ、待ちやがれ!!」

　血相を変えて魎呼が叫んだ方角には、木の中を逃げるように離れて行く、人影があった。

　すかさず魎呼は後を追ったが、男の逃げ足は早く、後には春風に揺ゆらめく木々が、ざわめくばかりであった……。

「逃げられちまったよ。いったい誰なんだ、確かにこっちの様子を窺うかがっていたんだが……」

　悔くやしそうに戻ってきた魎呼に、砂沙美が真顔で言った。

「魎呼姉ちゃん、天地兄ちゃんの体が消えかかったんだよ……」

「な、なんだって！」

　愕がく然ぜんとする魎呼の隣となりで、阿重霞の顔も青ざめて見えた。




　そして、さらにバスに揺られてやって来たのは、浅草。浅草寺の総門として名高い雷かみなり門もんから浅草寺への参さん道どう、仲なか見み世せ通り。

　東京観光の名所の一つである。

「では皆さん、これから２時間の自由行動になりま～す。集合は４時ですから、あっ、ちょっと待ってくださ～い。まだ注意事項がですねえ……」

　楽しい、楽しい自由時間は２時間しかないのだ。

　吞のん気きな美星の言葉なんか聞いてはいられないとばかりに、生徒たちは我われ先さきに参道へと散って行った。

　参道には、賑にぎやかに土産みやげ物もの屋や駄だ菓が子し屋がひしめき合っている。

「あっ、ねえ、ねえ。信幸君、人形焼買おうよ」

「うん。おいしそうだね」

「おばちゃーん、人形焼ちょうだい」

　和気藹あい々あいと楽しそうな信幸と阿知花の後を、トボトボとおとなしく歩いて来るのは、魎呼と阿重霞である。

『いいか。もう絶対に親おや父じとお袋の邪じや魔まはするなよ。二人が結婚してくれないと、俺は生まれて来ないんだからな』

　いつになく強い口く調ちようで天地に言われたことが、二人をしおらしくさせているのである。

　だが、天地は自分の存在のためだけに、そう言ったわけではなかった。

　会社の女の子にちょっかいかけたりしながらも、決して再婚しようとはしない信幸が、どれほど母親を愛していたか、天地は知っていた。

　そして、この二人の幸せな時間が、そう長くは続かないことも……。

　せめて、今、この時を精せい一いつ杯ぱい楽しませてあげたいと、天地は思っていたのである。

「あ～ん、またはずれちゃったあ……。清音ェ、10円貸してえ～」

　駄菓子屋で、アメを片手にクジを引いている美星の足下には、ハズレクジが山のように積もっていた。

　一体、この人は今回の26年前への旅の目的を、本当に理解しているのであろうか……。

　そう言えば、鷲羽が今回の状況を話している時、美星は魎呼にもたれて眠っていたような……気がするなぁ。

　そうこうしているうちに、未来の息子のおかげで、やっと静かな時を過ごしている、信幸と阿知花は浅草寺の境けい内だい、五重塔の建築現場付近へとやって来た。

「何の工事をしてるのかしら？」

「五重の塔を再建しているんだ……。戦争で焼けたままになっていたそうだから」

「ふーん、ずいぶん大掛かりね」

「うん。完成すると高さが48ｍにもなるそうだよ」

「詳しいのね、信幸君」

「いやあ、好きなんだよ。建物が……。それより、阿知花君、笑って、笑って」

　阿知花にほめられた信幸は、照れ隠しに８ミリを構かまえ、阿知花にレンズを向けた。

　阿知花は、ファインダー越しの信幸の視線をくすぐったく感じながらも、カメラに向かってＶサインを送った。

「ホント、青春ですわねえ……」

　おとなしく、少し離れた所から二人を見守っていた阿重霞が、うっとりと言った。

「純じゆん粋すいですわ。まるで私と天地様を見ているよう……」

「なんだとお。何でおめえと天地なんだよ」

　おとなしくしているのも、限界のようである。また、二人の喧けん嘩かが始まった。

「第一、天地がこんな26年前の青春ドラマみたいな、こぢんまりした設定に似合うかよ！　天地にふさわしいのは、アタシと一いつ緒しよに宇宙を駆かけめぐることだよ」

「まあ、天地様を指名手配の道みち連づれにしようとおっしゃるの？」

「○△×[image: ⃞]！」

「×○×☆!!」

「◇△[image: ⃞][image: ⃞]！！！」

「△◎××！！！！」

　以下、面倒くさいので省略させていただきます。

　物好きなあなたは、自分で罵ば倒とうの言葉を当てはめてみてください。

　激しい喧嘩を繰くり広げながら、ふと魎呼が、さらに険けわしい表情をして阿重霞にささやいた。

「さっきの奴やつだ、行くぜ！」

　言うが早いか、柱の陰かげに潜ひそんでいた男の前にテレポートした。

　踵きびすを返して逃げようとする男の前に、阿重霞が立ちはだかる。

「お待ちなさい！」

　阿重霞を突き飛ばして逃げようとする男に、魎呼がエネルギーボールを放った。

　さすがに、まずは行動ありき。

「ウッ」

　衝しよう撃げきを受けて、その場にうずくまった男に、魎呼は右手にエネルギーソードを発生させ、男に突き付けた。

「貴様、何者だ！　おめえの正体を吐はいてもらおうか」

「どうして、阿知花さんの後をつけるのです」

　二人に詰つめ寄られ、男は苦しげに口を開いた。

「私は……冴さ羽ば人と……ギャラクシーポリスだ」

「ギャラクシーポリス？」

「ギャラクシーポリス……美星と清音の同どう僚りようか？」

「そんな隊員は知らぬ。私は本庁の……特務隊だ……」

「と・く・む・た・い？」

　訝いぶかしげに問う魎呼の後を、阿重霞が続けた。

「噓うそをおっしゃい。どうしてギャラクシーポリスが、阿知花さんをつけ狙ねらわなければなりませんの？」

「私が狙っているのは、あの娘ではない。近いうちにあの娘の前に現れるであろう、禍か因いんだ。脱走した禍因を追いかけている……」

　その言葉に驚おどろき、顔を見合わす二人の隙すきを見て、男は浅草寺本堂に飛び乗り、姿を消した。

「聞いたかよ」

「聞きましたとも、カインって」

　鷲羽が言い残したという、その言葉を、見知らぬＧＰ隊員から聞いた二人は、不吉な予感に捕とらえられていた……。




　その夜、１９９６年からやって来た６人と１匹は、宿泊先のホテルに個室を与えられている美星の部屋に集合した。

「冴羽人？　知らないわねえ」

　魎呼から昼間のＧＰ隊員の名前を聞かされた清音は、首をひねった。

「全まつたく、やっと修学旅行も明日の東京タワー見物で終わってくれると思ってたのによお」

　ＧＰ隊員という、思わぬ男の登場に、魎呼以下、全員が深刻な面おも持もちだったのだが……。

「あのう、私、その人知ってますぅ」

　相変わらずのんびりした口く調ちようの美星を、清音がせきたてる。

「知ってるんなら、早く言いなさい！」

「おじいさまから聞いたことがあります。確か……特務隊にいる人です」

「特務隊って……あの？」

　清音の驚きよう愕がくした表情に、今度は魎呼が詰め寄る。

「何だよ、その特務隊ってえのは」

「ＧＰ内の秘密の部署よ。主おもに、脱走した重要犯罪者を追う……あっ、禍因？」

　思わず、そう言った清音の声をかき消すように、砂沙美が叫んだ。

「皆、早く！　鷲羽さんからの通信が入ったよ!!」








第６章　宇宙暦５０７５１０……ＧＰ消しよう滅めつ









「ヤッホー、皆、首しゆ尾びはどうだい？」

　通信モニターに現れた鷲羽わしゆうは、元気に問いかけた。

「どうだい？　じゃねえよ。前の通信は途中で途と絶だえたって言うし、その後はなしのつぶてだ。一体、何やってたんだよ!!」

　魎りよう呼こが画面にかみつき、他の皆もすがりつくように画面の周りに集まってきた。

「ごめん、ごめん。どうも時間軸じくが不安定で通信がうまくいかなかったのよ。でも、この天才鷲羽ちゃんが改良を加えたから、もう安心よ」

　鷲羽の話が終わるのを待ちかねたように、皆を押しのけて、清きよ音ねがモニターの正面に進んだ。

「鷲羽さん、禍か因いんって、まさか……」

　先程、思い立った恐ろしい禍因の正体！

　清音は、鷲羽が自分の考えを否定してくれればいいと思いながら、その言葉を口にした。

「さすが、清音殿！　ギャラクシーポリスのデータをよく勉強してるわね。そうなんだよ、今回の事件の原因はあの禍因てわけさ」

「だって、そんな……」

　信じられないという表情で、なおも何かを言いかけた清音の横から、魎呼が割り込んできた。

「もったいつけねえで、早く言えよ！　鷲羽」

「はい、はい。あんたは相変わらずせっかちだね。今、説明してあげるから……」

　鷲羽は、いつになく重々しい口く調ちようで語りはじめた。

「禍因。それは年齢・性別・出身・経歴、すべて不明の怪かい人じん。特とく殊しゆエネルギー体Ｎ．Ｏ．Ｖ．に分類、コードネーム『Ｋ・Ａ・Ｉ・Ｎ』。犯罪者ナンバー・０７０６９……『ランクＡ』というだけで、身元を示すものは現在に至るまで一いつ切さい見つかっていないわ。

　宇宙暦５０７４１０……、惑わく星せい破は壊めつテロ及び殺人容疑によって全宇宙に指名手配され、時の樹じゆ雷らい皇おうの協力により、ギャラクシーポリスの亜空間ネットで捕ほ獲かく。

　逮捕されるまでに惑星国家13、宇宙艦隊27万５千隻せきを破壊。この時の状況は、ＧＰ大艦隊に対して自己の持つ超能力で対抗しているわ。魎呼の比じゃないね、生きている超新星ってとこかな……。

　そして、逮捕以降ずっと、ギャラクシーポリス本庁の亜空間ルームに幽ゆう閉へいされていたはずだったんだけれど、今回、どうやらこの禍因が脱走して、26年前の地球に来ているらしいのよ」

「でも鷲羽さん、禍因が脱走したとして、26年前に干かん渉しようするっていうのは……」

　清音が、ギャラクシーポリスの顔になって言った。

「ふむ、亜空間から抜け出す奴やつなんだから、時空間に影えい響きようがあったって、不思議はないさ」

　と、その時突然、別のところから声がした。

「続きは、俺おれに話させてもらえないか」

　それは、いつの間にか部屋の入り口に立っていた、昼間のＧＰ隊員冴さ羽ば人とだった。

「おめえは……！」

　男に飛びかかろうとする魎呼を、鷲羽がたしなめた。

「よしなさい、魎呼。あなたは、ギャラクシーポリスの生き残りね？」

「生き残りって……」

　鷲羽の言葉に、清音が怪け訝げんそうに聞き返す。

「ギャラクシーポリスは、消しよう滅めつしたわ」

　きっぱりと言った鷲羽の言葉に、全員が凍こおりついた。

「そうさ。すべてあいつ、禍因のせいだ！」

　男が語りはじめた。

「その日、俺はいつもの定期報告のために、本庁を訪れていた。報告は問題なく終わり、最上部の展望カフェで、昔なじみの同僚と世間話をしていたんだ。

　無限に広がる宇宙は、いつ見ても神秘的で、星々は何かを語りかけているようだった。特に、その日の美しさは格別で、柄がらにもなく感傷的になって、同僚に笑われたもんだ。

　そいつが言うには、もう小一時間ほどで、長い定期パトロールに出るというんだ。それで、飽あきるほど、星や銀河や暗黒の宇宙につき合わされることになるのに、ここで宇宙観測はゴメンというわけさ。

　その時だった。突然、俺の目の前にいたそいつが消えたんだ。いや、そいつだけじゃない。喫きつ茶さ室にいた、少なくとも半数が忽こつ然ぜんと消えたのさ。

　そして、次の瞬しゆん間かん、激しい衝しよう撃げきと突風が起こり、警報が鳴った。

『緊急事態、緊急事態！　亜空間ルームに異常が発生しました。コアブロックを中心に通常空間が吞のみ込まれています！』

　と言う、アナウンスの声に、俺はあわてて亜空間ルームを制せい御ぎよする電子制御室へと走った。

　さざ波のような波は紋もんが、断続的に走りつづける不安定な空間の中を駆かけて、電子制御室へたどり着ついた俺が見たものは、コンピューターのモニターに自動点てん滅めつする『ＫＡＩＮ・ＲＯＣＫ・ＯＦＦ』という赤いランプだった。

　俺は自分の目を疑った。

　亜空間ルームのコアブロックには、二重三重の壁かべがめぐらされて、ロックがかけられていた。脱走なんかできるはずがないんだ！

　いや、だが奴は脱走した。恐ろしいプラズマを発しながら……。

　やむをえず、中央コントロール室が第一級セキュリティを始動させた。コアブロックを次元シールドで封ふう鎖さしようとしたんだ。

　無限の光を発しながらシールドが広がり、亜空間化したコアブロックを包つつみ込んだ。

　一瞬の静せい寂じやくが戻もどり、作戦は成功したように思われた次の瞬間、オーロラ状の光が放はなたれ、シールドは消滅してしまった。

　そして次に、奴の力の影響が本庁の建物にまで及び始めた。あちこちのブロックが消え始め、パトロール艇ていも消え、ＧＰ隊員もことごとく消滅していった。死体も何も残さずに……。

　奇き蹟せき的に難を逃のがれた俺は、時間軸じくの乱れで、奴がマイナス・ポイント……過去へ空間移動しようとしているのを知った。そこで、奴について、この26年前の地球へやって来たんだ。時間軸に吞み込まれる瞬間、つまり時空転移の瞬間、俺が最後に見たものは、亜空間に吸収されていく、本庁の姿だった……」

　話し終えた男を見み据すえて、鷲羽が訊きいた。

「それで、あなたはどうして阿あ知ち花か殿が狙ねらわれていると思ったの？」

「それは、もちろん彼女が樹じゆ雷らい皇おう家けの血を引く者だからだ。禍因は、樹雷に恨うらみを持ちし者。その昔、宇宙の至いたる所で破壊と殺さつ戮りくを繰くり返していた禍因が、ギャラクシーポリスに捕ほ獲かくされる時、それに協力したのが当時の樹雷皇。それ以来奴は、樹雷を憎にくみ復ふく讐しゆうの鬼と化したのだ」

「それが阿知花とどう関係するんだ」

　魎呼がイライラして聞いた。

「奴はこの地球に来る前、樹雷に向かい、現樹雷皇を襲おそったのだ」

「阿知花たちとは関係ねえだろう」

「ならばいいが、現樹雷皇ですら直接関かかわったわけではないのに、ターゲットになり、ダメージを負った。禍因は樹雷の皇族すべてに、復讐するつもりと考えてもおかしくあるまい。当然、第一皇おう子じの遥よう照しよう殿とその娘の阿知花殿も例外ではないだろう」

「ちっ、とんだとばっちりってわけか」

　魎呼が舌打ちした。

「それだけではない……奴の能力は反樹雷のエネルギーを利用している……高レベルの樹雷エネルギーを持つ者は、いないに越したことはないのさ」

　それまで黙だまっていた天地が、ぽつりと言った。

「でも、どうしてお袋を……お袋は普通の地球人として生まれ育っている。樹雷のエネルギーはもちろん、樹雷の血を引いていることだって知らないはずだ。ましてや高レベルの樹雷エネルギーを、感じるはずはないのに……」

「ふーん、そういう意味じゃ、勝仁殿や天地殿が最初に狙われてもいいのにね……」

　鷲羽が淡たん々たんと言う。

「どうして、わざわざ26年前にやって来て、彼女を狙うのかは分からない……」

　冴羽人がつづけた。

「……そこのところは後でゆっくり考えるとして……わざわざここに現れたってことは、私たちに力を貸してくれるってことかしら、ＧＰ隊員さん」

　鷲羽は、画面の中から冴羽人にウインクを送った。

　ウインクにややたじろぎ、うろたえながら冴羽人が答える。

「お前たちに協力するわけじゃない。ただ、敵が同じなら、人は多いほうがいいと考えたんだ」

「まあ、素す直なおじゃないね」

　いかにも機密にかかわる公務員という答え方に、ちょっと肩をすくめ、鷲羽は話を続けた。

「まあ、いいわ。とにかく今は時間がないんだから、話を先に進めましょ。禍因が阿知花殿を襲うのは、99％の確率で、今から24時間以内。場所は、電でん波ぱ塔とうのあるところ」

「電波塔……って、東京タワー!?」

　天地が叫んだ。

「あ～ん、せっかく展望台から記念撮さつ影えいしようと思ったのに～」

　美星である。やはりこのパターンだ。

「あんたは黙って！」

　清音に口を押さえられてしまった。

「そう、東京タワーよ。１９９６年現在も日本を代表する電波塔よ。おそらく、禍因はこの電波塔のエネルギーで自分の力を増ぞう幅ふくさせ、阿知花殿を襲おうとしている。でも、そうはさせない。ここに、禍因を捕とらえた時のデータがあるわ。この時は、亜空間ネットと樹雷皇の樹雷エネルギーによって捕ほ獲かくしている。つまりは、樹雷エネルギーに匹ひつ敵てきするものを、用意しなければならないってこと。でもこの時代に、樹雷皇クラスのエネルギーを持つ者は存在しないわ……」

　鷲羽がちょっぴり、顔をしかめた。

「じっちゃん、だったら……」

　天地が独ひとり言ごとのように言った。

「勝仁殿といえども、このエネルギー量は不可能ね。仮にあったとしても……」

「あったとしても……？」

「禍因を封じ込めた樹雷皇は、その後早死にしているわ」

「え～っ！」

　皆が一いつ斉せいに声を上げた。

「そこで、天才鷲羽ちゃんが考えたのが特製『霊れい波は結けつ界かい発生装置』よ。これは、地球における樹木の霊波を増幅させ、亜空間ネットに連動させることによって結界を作るって代しろ物ものよ」

「なんだよ……言ってることがよく分かんねえんだけど……」

　魎呼に話の腰を折られた鷲羽は、ムッとして荒々しく答えた。

「つまり、樹雷エネルギーと亜空間ネットを一いつ緒しよにした装置ってこと！」

　そして、何やら装置を取り出し、さらに説明を続けた。

「この通信が終わり次し第だい、この装置を５つ、その部屋に空間移動させるわ。あんたたちは、この装置を東京タワーを中心に５カ所に設置してちょうだい。

　ただし、どこでもいいってわけじゃないわ。

　装置と一緒に地図も送るから、間違いなくチェックされた場所に設置すること。

　それ以外の場所はだめよ。

　あとは禍因が東京タワーに現れたら、私が遠えん隔かく操そう作さで『霊波結界発生装置』を始動させるから。ただし、この装置の作動時間は10分。もし、10分以内に禍因を捕らえられなかったら、この計画はおしまいよ」

「10分！　そんなんで足りるのかよ」

　魎呼が、また文句を言っている。

「それが限界よ。何たってインスタントの樹雷エネルギー発生装置だもん。動くだけマシってもんよ」

「本当に地球で樹雷の力が、発生するのでしょうか？」

　さすがの阿あ重え霞かも心配そうだ。

　その時だ。

「あっ」

　突然、部屋にいた全員が、天地を見て叫んだ。

　天地の体が半透明にブレたのだ。

　だが、それはほんの一瞬のことで、次の瞬間には元に戻っていた。

「タイムリミットが近づいてきた兆ちよう候こうね。でも禍因が現れるまでは、シールドは完かん璧ぺきに機能するはずだから。じゃあ、皆、幸運を祈るわ」

　そう言って、画面から鷲羽が姿を消した一瞬の後、モニターの前にさきほどの装置と地図が忽こつ然ぜんと現れた。

「一体、どこに設置しろって言うのかしら」

　清音が地図を手に、設置場所をチェックしはじめた。

「目め黒ぐろ、目め白じろ、目め黄き……」

「あれっ、これ〝江戸五ご色しき不ふ動どう〟のことか？」

　清音と一緒に地図をのぞき込んでいた天地が不意に、思い当たったように言った。

「五色不動って？」

　砂沙美が、天地の側にやって来て訊きく。

「うん。江戸城の守りとして、五か所に不動明みよう王おうを祭ってあるんだ。確か他に目め赤あか、目め青あお……間違いない！」

「なるほど。過去の霊れい場じようを利用して、地球の大気のエネルギーを集めようというわけか。さすがマッドサイエンティスト、鷲羽の考えそうなことだ」

　天地たちの会話に耳を傾けていた冴羽人が、感心したように言った。

「安心するのはまだ早いぜ、おっさん。あいつの発明は確かに天才的だが、役に立たないことも多いんだ」

　冴羽人に、そう挑戦的に言う魎呼に続いて美星が言った。

「そういえば、魎呼さんも鷲羽さんの発明品でしたねえ。アハハハハ」

　万事休す。








第７章　西暦１９７０年、東京上空異常あり









　すがすがしい朝である。

　その日の東京は、見事な快晴だった。この時期にしては珍めずらしく、遥はるか遠くまで眺ながめることができた。

　爽さわやかなお天気が、皆の気持ちを楽しくさせた。朝食の時から、なんだかウキウキとした気分がみなぎっていた。

　一昨日からの修学旅行を楽しんできた生徒たちが、最終日の今日、いよいよ東京タワーを見学するとあって、興こう奮ふんした面おも持もちで観光バスに乗り込んでくる。

　バスガイドが、明るい声で挨あい拶さつをした。

「おはようございます。皆様、昨夜はよくお休みになれましたでしょうか」

「はーい」

　旅の疲れもなく、元気一杯の返事が返ってくる。

　一人の生徒が質問した。

「バスガイドさん、昨日のバスガイドさんはどうしたんですか」

「ええ。なんだか急にお腹が痛いということで、今日は私が、ご案内させていただくことになったんですよ」

「えー？　美み星ほし先生も腹痛じゃなかったっけ？」

　別の生徒が、驚おどろきの声を上げる。

「あの二人、仲が良かったからなあ。きっと昨日の夜、一いつ緒しよに何か悪い物でも食べて、食あたりでも起こしたんだよ」

　口の悪い生徒の推理に、全員がドッと笑った。

　清きよ音ねが聞いたら、失しつ神しん寸前であろう。

「そういえば、転校生二人はどうしたの？」

　今日は、ちゃっかり阿あ知ち花かの隣となりの座席に陣じん取どっている、信のぶ幸ゆきが聞いた。

「それが、あの二人も腹痛なんですって。魎りよう呼こさんに阿あ重え霞かさん、それに美星先生やガイドさんまでそろって食あたりなんて……一体、何を食べたのかしら？」

　阿知花は、ちょっと心配そうに、だがおかしさをこらえ切れない様よう子すで答えた。

「ハハハハッ……そうかあ。昨日、人形焼だ雷かみなりおこしだとよく食ってたからなあ。あの人たち、なんだか食い意地はってそうだもんなあ」

「そうねえ……ウフフフフッ」

　二人は、顔を見合わせて、仲むつまじく笑った。

　阿重霞が聞いたら、憤ふん死し寸前であろう。

「でも、ちょっとかわいそうね」

　バスの窓から遠ざかるホテルを見上げて、阿知花は、ひとりごとのようにささやいた。




　ちょうどその頃、天地たちもホテルを出発しようとしていた。

　皆、ナップザックを背負い、手に手に地図を持っている。

「クシュン！」

　阿重霞がくしゃみをした。

「あれっ……お姉様、カゼひいたの？」

　砂さ沙さ美みちゃんが心配そうに聞いた。

「へっ、誰だれかが悪口でも言ってんだろう」

　また始まりそうな気け配はい。誰です、ハヤシたてるのは。

「なんで私が、この時代に来てまで、陰かげ口ぐちたたかれなくちゃいけませんの」

　阿重霞はムッとなった。

「まっ、もって生まれた業ごうってやつかな」

「な、なんですって！」

　一気に、一いつ触しよく即そく発はつ状態の盛り上がり。と、いきたいところだが、大だい事じの前である、清音がなだめるように言った。

「まあまあ、ケンカは後にして、いい？　昨日打ち合わせした通り、それぞれの場所に装置を間違いなくセットするのよ。

　魎呼さんは目め白じろ不ふ動どうに、阿重霞さんは目め青あお不動に、砂沙美ちゃんと魎りよう皇おう鬼きは目め赤あか不動に、それから美星は目め黄き不動に行ってちょうだい。

　私は、目め黒ぐろ不動へ行くわ。冴さ羽ば人とさんと天地さんは、東京タワーに先回りして、万一の場合に備えてください。

　バスは、朝から代よ々よ木ぎ公園を回って、途中で昼食。１時過ぎには、東京タワーに着くから、皆、それまでに必ずセットするのよ。時間はまだあるから、地図をよく見て間違えないようにね」

　この時、清音は大変なミスを犯おかしたことに気がついていなかった。

　そう、皆に慌あわてないようにね、と言う意味で『時間はまだあるから』と言ってしまったのである。

　あろうことか、この連中に……。




　金こん乗じよう院、目白不動へ向かう魎呼は、一行と東京駅で別れた後、山手線の内回りに乗った。

　通勤ラッシュで乗車率は２００％だったが、網あみ棚だなはガラ空あきであった。

「ヨイコラショッと」

　ヒョイ、と網棚に飛び乗り、ゴロリと横になって地図の下調べを始めた魎呼に、口出しできる客はもちろんいなかった。

　地図を見ると、目白不動はそう遠い場所ではない。

「確か、この電車は同じ所をグルグル回ってるとか言ってたなあ。まだ時間はあるってことだし、ちょいと一周、昼寝でもしていくか。大だい事じな仕事の前はリラックス＆リフレッシュだよな」

　そう思った魎呼は、人々の視線をまったくもって、スッコ～ンと無視してグースカと眠り込んでしまったのであった。




　教学院、目青不動へ向かった阿重霞は、山手線で渋谷駅へ直行。

　ハチ公前に出たまではよかったが、目の前に交番があるというのに、訊ききもせず、地図を見ながらウンウンうなっていたのが運のツキ。

「お嬢さん、どこ行くの？」

　いかにもの男に声をかけられたが、そこは世間知らずの正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢様。

　親切な人とばかりに、地図を見せて相談してしまった。

「なんだ、教学院か。ちょうど、俺もそっちへ行くところなんだ。一いつ緒しよに連れてってあげるよ、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　そう言って、男が歩きだしたのは、もちろん教学院とは、全まつたく違う方向であった。

　どの方向かは、ご想像にお任まかせ、お任せ。




　美星は、東京駅で皆と別れた後、なぜか駅構内にとどまり、立ち食いソバを食べていた。

「フーッ、フーッ、ツルツルツル、ああ、おいし～い！　時間はまだあるって言ってましたもんね。まず、腹ごしらえしなくっちゃ。あっ、おじさん！　替かえ玉だまお願いシマ～ス！」

　九州の屋や台たいラーメンと、完全に勘かん違ちがいしている美星であった。

「な～んだ。立ち食いソバには替え玉はないのか。残念。あっ、売店があるから、お菓か子し買って行こうっと。旅行用に持って来たのは、ぜ～んぶ食べちゃったもんね。おばさあん！　チョコボールくださ～い!!」

　そうこうしているうちに、美星は「このホームから乗るのよ。間違えないようにね」と、清音から言い渡されたホームを、すっかり忘れてしまっていた。

　まあー、誰だれにも予想できたことではある。

　しかし、よもや目黄不動の地図まで立ち食いソバ屋に忘れてきていようとは、予想屋泣かせのボケぶりである。




　南なん谷こく寺、目赤不動へ向かった砂沙美ちゃんと魎皇鬼は、通勤ラッシュにモミクチャにされながらも、きちんと山手線内回りに乗って単鴨駅へ。

　ところが……。

「お嬢ちゃん、一人？　今日は学校はどうしたの？」

　やたらめったら、優やさしげな笑みを浮かべながら、心は笑っていない、おばさんが近づいてきた。

　そう、このおばさんは補ほ導どう員いんである。

「あ、あの、砂沙美、お姉さんたちと約束があるの」

「お姉さんたち？」

　おばさんは、金歯をチラッと見せて言った。

「うん。ちゃんとしないと、天地兄ちゃんが大変なことになっちゃうから……」

　そう言って、走り去ろうとした砂沙美の腕をムンズとつかみ、またもや例の笑顔でおばさんは言った。

「そのお話、ゆっくり聞かせてちょうだい」




　滝りゆう泉せん寺、目黒不動へ向かった清音は、賢けん明めいにもタクシーを使い、渋じゆう滞たいにもひっかからず、とっとと目的地に着いた。

　目黒不動目め指ざして、境けい内だいをズンズンと歩いていた時である。

　フト、足が重くなった。

　見ると、３歳くらいの女の子がシッカと、清音の足につかまっている。

「ママ～、ママ～」

「えっ？」

　少女のあまりの呼びかけに面食らった清音だが、そこはギャラクシーポリス。

　時代や場所が変われども、市民の味方のおまわりさん。

　優しい笑顔で、女の子に訊いた。

「お嬢ちゃん、迷まい子ごかな？」

「ママ～、ママ～」

「ここまでお母さんと一いつ緒しよに来たの？」

「ママ～、ママ～」

　管かん轄かつ外とはいえ、こんな幼おさない子を置いていくわけにもいかず、弱り果てた清音の頭に浮かんだのが、さっきタクシーで前を通った派は出しゆつ所しよだった。

「分かったからもう泣かないで。お姉ちゃんとおまわりさんの所に行こうね。ママを捜してもらってあげるから」

　そう言って、少女の手を引いて歩き始めようとしたが、少女は清音の足にしがみついたまま、その場にしゃがみこんでしまった。

「イヤ～ン、ママ～、ママ～」

「いや～んってねえ、こっちが嫌いやになっちゃうわよ」

　しかし、少女はテコでも、コテでも動きそうもなかった。

「ああ～ん、もうー、時間がなくなっちゃう～」




「皆、うまくやってるかなあ」

　その頃、冴羽人と天地は、東京タワーに先回りしていた。

　そろそろ、阿知花たちを乗せたバスが、到着する時間である。

「おっ、バスが着いたようだな」

　外の様子を窺うかがっていた冴羽人が、天地の方を振り返った。

　見ると、バスからドヤドヤと生徒たちが降りて来ている。

　その中に、何やら楽しそうに話しながらこちらへやって来る、阿知花と信幸がいた。

　どうやら、特別展望台に昇るべく、エレベーター待ちの列に加わろうとしているらしい。

「いよいよ、この東京タワーで修学旅行もおしまいねえ」

　阿知花が信幸に話しかける。

　この修学旅行の３日間で、どうやら二人はすっかりうちとけた様子である。

「うん、早かったね。でも、楽しみだなあ、展望台」

　信幸は、展望台に昇るのが、うれしくて仕方がないようだ。

「そうねえ。きっと、あんな高い所から地上を見たら、私たちの悩みなんて、ほんのちっぽけなものに思えるんでしょうね」

　阿知花が展望台を見上げながら、静かに言った。

「それより阿知花君、もう大だい丈じよう夫ぶかい？　さっきはビックリしちゃったよ」

　信幸が思い出したように、阿知花の顔を見た。

「ええ、心配かけてゴメンね。ちょっと疲れただけよ」

「そうだね、知らない所へ来て緊きん張ちようもしてるんだろうし、みんな遅くまで騒いでるからな。ゆっくり眠れないもんね」

　今日の最初の目的地、代々木公園を歩いている時、阿知花は突然の頭痛に襲おそわれた。

　激しく、割れるような痛みに我が慢まんできず、その場にうずくまってしまった。一いつ緒しよに歩いていた信幸が、木こ陰かげに抱かかえるようにして連れていってくれた。

　２、３分も休んだだろうか。阿知花はすぐによくなった。何事もなかったように、いつもの笑顔が戻った。

　そんなことがあった。




　その頃、『霊れい波は結けつ界かい発生装置』の前で、鷲羽はイライラしていた。

「あー、もう！　どういうことよ。とっくに１時を過ぎたっていうのに、どのポイントにも装置が設置されてないじゃないのよ！」

　大だい事じな任にん務むを仰おおせつかった皆さんを、もう一度見てみよう。

　魎呼は、ようやく長い昼寝から目め覚ざめ、目白駅の時計を見て、顔がん面めん蒼そう白はくになった。

「ゲッ、もう１時を過ぎてるじゃねえか。冗じよう談だんじゃねえよ！」

　必死で駅の階段を駆かけ降おり始めたが、

「あー、こんなんじゃ天地が死んじまうよ」

　と、またもや周囲の目をものともせず、空を飛び、壁かべを抜けて金乗院へ向かった。

　またたく間に金乗院へたどり着つくと、大おお慌あわてで目白不動に装置を設置。

　ホッとひと息ついた途と端たん、泡あわを食って大真ま面じ目めに仕事をした自分への照てれ隠かくしに、欲しくもないさい銭せん箱を盗み出した。

「ま、人間このくらいの遊び心がなくっちゃいけねえよな。それにしてもシケてやんの」

　人間？　だったの…。ということはさて置き、天地のためだとついつい、大真面目になってしまう魎呼。だが、それに自分で気がつくと、素す直なおになれなくなってしまうのである。




　阿重霞は、いかがわしい男に、いかがわしいホテルに連れ込まれ、いかがわしい男を後こう悔かいさせていた。

「よくも、樹じゆ雷らい星第一皇おう女じよの私を謀たばかりましたわね！」

　平手パンチ、爪つめ研とぎ攻こう撃げき、回まわし蹴げり、およそ皇女とは思えないヒステリックな技わざの数々で男を難なんなくノックアウトした阿重霞は、外へ飛び出した。

『ああ、私のせいで天地様にもしものことがあったら、阿重霞も生きてはおられません！』

　心でそう叫ぶと、道を歩いていたサラリーマン風の男の首を絞しめあげた。

「教学院はどっちなの！　さあ、早くおっしゃい！　噓うそをつくとあなたのためになりませんわよ!!」

　道を訊たずねるというよりは、恐きよう喝かつである。

　しかしこれも一いち途ずな恋心ゆえ、と寛かん大だいな心で許せる人間は、おそらく誰だれもいないであろう。が、阿重霞は十人余あまりの犠ぎ牲せい者しやを出して、ようやく三軒茶屋にある教学院、目青不動にたどり着いたのである。

「天地様、私やりましたわ!!」

　装置を設置し終えた阿重霞の目には、うっすらと涙が光っていた。

　そして、縁えん結むすびの絵え馬まの前に行くと、両手を合わせた。

「どうか天地様と添そい遂とげられますように。邪じや魔まな魎呼は、トットといなくなりますように……」




　さて、こちらは交番に連れてこられた砂沙美ちゃん。

「怖こわがらなくていいのよ。怖いお姉さんたちに、言いつけられたんでしょう？　言うことを聞かないと、お前のお兄ちゃんがひどい目にあうぞって」

　補ほ導どう員いんのおばさんは、とんでもない勘かん違ちがいをしていたのである。

　つまり、不良のお姉さんたちが、砂沙美の大好きなお兄ちゃんをタテに、砂沙美に言うことを聞かせていると……。アレ？　間違ってなくもないか。

　とにかく、砂沙美には時間がない。砂沙美は困り果てていた。

　思わず、魎皇鬼と顔を見合わせたが、

「よし、砂沙美ちゃん。プリティサミーに変身だ！」

　とは、もちろん言ってくれはしない。

　時計を見ると、もう１時を回っている。

「天地兄ちゃんが、もし天地兄ちゃんがいなくなっちゃったら、それは砂沙美のせいなんだ」

　そう思うと、大きな両の瞳ひとみから、ポロポロと涙がこぼれ落ちた。

「まあ、よっぽど怖かったのね。いいのよ、いいのよ。ゆっくり話してちょうだい。そうだわ！　お腹が空すいたでしょう。何か、出前をとってあげるわね」

　またまた勘違いしたおばさんが、いそいそと電話をかけにいったその隙すきに、砂沙美と魎皇鬼は素す早ばやく飛び出した。

「天地兄ちゃん、待っててね！」

「ミャオ～ン！」

　そして、南谷寺目赤不動にどうにかたどり着くと、素早く装置を設置した。

「これでよしと。なんとか間に合ったわ、リョウちゃん」

「ミャア～、ミャ～ァ！」

　魎皇鬼も大喜び。




　ところで、清音はどうしているのだろう。

　境けい内だいで「ママ～、ママ～」と女の子にしがみつかれ、ほとほと困り果てていた。

「あ～、もうカンベンしてよ～。それにしても、あんたのママ、そんなに私に似てるの？」

　その時、巨大な肉にく塊かいがドスドスと地じ響ひびきを立てながら、境内を上がって来た。

「あら～、マミちゃん。こんな所にいたのお。ママ、心配しちゃったわ～」

　肉塊だと思ったのは、肥ひ満まんの限りを尽つくした中年女だった。そう、手も足もまるでハムのような……。

「ママ～!!」

　マミちゃんと呼ばれた女の子は、清音を突き飛ばして、巨大な化け物にしがみついていった。

　清音が正気を取り戻すのに、たっぷり３分はかかったが、そこは非常事態にも備えるギャラクシーポリスである。

　乙女おとめ心の崩ほう壊かいという、厳きびしい試し練れんも乗り越え、果か敢かんにも目黒不動へと向かったのである。

　アッパレ！　清音。

　がんばれ！　清音。

　君の未来は、明るい！……んだろうか。




　地図をなくしたことに気づき、探したが見つからず、道行く人にすがりながら、美星はようやく目黄不動へたどり着いた。

　寺の境内で掃そう除じをしている、住じゆう職しよくらしいお坊さんを見つけると、駆かけ寄った。

「あの～、すみませ～ん。このお寺にメキフドウがあると聞いたんですけど～」

「ああっ、それならこの奥じゃよ」

「うわ～い、やった～！　ありがとうございま～す」

　美星は喜びいさんで奥へ駆かけ出した。そして、無ぶ事じ、装置をセットしたのだった。

　美星にしては、なかなかのフォローではないか。

　しかし、何か期待してますか？

　美星はここにたどり着くまでに、たっぷりと時間を浪費しているので、他の面々のように、現地でボケている暇ひまはないのです。

　あしからず……。

　と、言っておいて、大だい丈じよう夫ぶ！

　期待は決して裏切らない、美星おねえさんなのです。

　必ずやってくれます、お楽しみに……。




　一方、阿知花と信幸は、アツアツムードで展望台にいた。

「わあ～、すごいわ。信幸くん。ホラ、ホラ、人や車が、あんなに小さく見える！」

「うん。こんなにたくさんいる人の中で、僕ぼくと阿知花ちゃんが出会えたなんて、噓うそのようだね」

「信幸君！」

「阿知花ちゃん！」

　いつの間にか、信幸は〝阿知花君〟から〝阿知花ちゃん〟と親しげに呼ぶようになっていた。

　やってくれますねぇ。

　見つめ合う若い二人に、今、何も怖こわいものはなかった……ハズだったのだが。

　世の中、そううまくはいかないのだ。

「阿知花ちゃん、あっちの窓辺に立ってごらん。８ミリ撮とるよ」

　信幸が、カメラを構かまえて言った。

　阿知花は、言われるまま窓まど際ぎわに行くと、ポーズをとった。

　次の瞬しゆん間かん、カメラを覗のぞいていた信幸が、変な顔をした。そして、いったんファインダーから目をはずすと、ぼんやりとした視線で阿知花の方を見た。

　顔はこちらを向いているが、焦しよう点てんは阿知花を通り越して、窓の外にあった。つられて阿知花も振り向いてみた。

　さっきまで、あんなに晴れ渡っていた空が、突然、曇くもりだした。それも、墨すみを流したように黒雲が急激に流れ、次し第だいに台風の目のようなうず巻きになった。

　そしてあたかも、得え体たいの知れない不ぶ気き味みな目のようになり、二人をジッと見つめているようにも見えた。

　よく見ると、不思議なことに、その雲は東京タワーの上空にだけ、発生しているのだった。

　阿知花は、これまで感じたことのない恐怖に、身を震ふるわせた。どこからつき上げてくるのか分からない、恐ろしさと不安が阿知花を支配していた。

「あ～あ、せっかく東京タワーで、傑けつ作さくを撮ろうと思っていたのに……こんなに空が暗くなったんじゃなあ……」

　信幸には、まだ何が起ころうとしているのか想像すらできなかった。

　事の重大さに気づいていない信幸は、のんびりとした吐と息いきを吐はいた。

「それにしてもこの雲は変だな!?」

　信幸は更さらに暗くなり、不気味さを増した空模も様ようと、顔をこわばらせて立ちすくんでいる阿知花を交こう互ごに見た。

　少しずつ高まる緊きん張ちよう感に、やっと信幸にもただ事でないことが分かってきた。

　周りのクラスメイトや一いつ般ぱんの客も騒さわぎだしている。

　皆をパニックに陥おとしいれたのは、次の瞬間だ。

「キャーッ」

「な、なんだアレは!?」

　うず巻きの中心に、能のう面めんのような顔が浮かび上がった。

　展望台にいた人々は、我われ先さきにエレベーターへ向かって走り出した。

　阿知花と信幸も、人々の群れに加わろうとした。

　と、その時！　稲いな妻ずまが走り、雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　一瞬、閃せん光こうに包まれた東京タワーが幻まぼろしのように浮かび上がった。

「ウッ」

　突然、頭を押さえて、阿知花がその場にうずくまった。

「どうしたんだ、阿知花ちゃん！」

　信幸が、ただならぬ阿知花の様子に、血けつ相そうを変えて叫んだ。

「あ、頭が割れるように痛い……ウッ」

「阿知花ちゃん、阿知花ちゃん!!」

　そうこうしているうちにも、うず巻きはどんどん下降し、タワーに近づいてくる。

　エレベーターは、二人に気づかず、置き去りにして行ってしまった。

　いや、こっそりと二人をつけて、見守っていた天地と冴羽人も残して。

「ピカッ!!」

　うず巻きの中心からプラズマが放電したかと思ったら、まばゆいばかりの光球が舞まい降りて来た。

　頭を押さえながら、阿知花は魅み入いられたようにその光球を見つめた。

　すると、光球から青い光がほとばしり、阿知花を包つつんだ。

「きゃあああーっ！」

　阿知花の悲鳴が、展望台に響き渡った。そして、崩くずれるように倒れた。

　必死にこらえて、様子を窺うかがっていた天地が、がまんできずに飛び出そうとした。

　と、それよりも早く！　迫せまり来る光球に、なすすべもなくいた信幸が、気を失った阿知花を庇かばうように覆おおいかぶさったのだった。




「いよいよ、お出ましだわね」

『霊れい波は結けつ界かい発生装置』の遠えん隔かく操そう作さスイッチの前で、鷲羽は身み構がまえた。

「行くわよ、皆！」

「あいよっ」

「はい！」

「は～い」

「ミャー！」

　通信機から、魎呼の、阿重霞の、美星の、清音の、砂沙美の、そして魎皇鬼の緊きん迫ぱくした声が、次々と返って来た。

「さあ、うまく動いてちょうだいよ。『霊波結界発生装置』、作動!!」

　鷲羽がスイッチボタンを押した。

　途と端たんに、東京都の五つのポイントから空に向かって五色の光が立ち昇る……ハズなんだが。

　お～い、どうしたの？？？

　シーンと静まりかえり、なんの反応も示さない。

「おかしいわ、作動しない！　こんなはずは……」

　鷲羽は遠隔スイッチを激しく揺ゆすった。

「鷲羽、どういうことだよ！」

「鷲羽さん！」

「鷲羽お姉ちゃん！」

「ミャミャー！」

　通信機から、皆の不安げな声が流れてくる。

「ちょっ、ちょっと待っててよ。私の計算にミスがあるはずが……」

　鷲羽は、冷静さを取り戻し、チェックポイントを調べ始めた。

「おーい、まだかよ！」

「鷲羽さん、急いでください！」

　皆のイライラが聞こえてくる。

「……えーい、うるさいわね！　えーっと、目赤不動はＯＫ。目白不動もＯＫ。目青不動、これもＯＫ。目黒不動ＯＫ。そして、目黄不動……あらっ、美星殿、ちゃんとセットしてる？」

「はい、やってま～す！」

　通信機から、美星の元気な声が返ってくる。

「おかしいわね……あっ！」

　何かに思い当たったように、鷲羽は続けた。

「美星殿、ちゃんと地図を見て行ったんでしょうね。目黄不動の場所だけど……私の指定した場所？　目黄不動は二か所あるのよ！」

「え～？　二か所お～!!」

　すっとんきょうな声で叫んだ美星に、鷲羽は頭を抱かかえた。

「そうよ、二か所よ！　私の指定した所じゃなきゃ機能しないのよ。だから、地図を送ったでしょうがっ！」

「それが、地図をなくしちゃって、一生懸けん命めい訊ききながら来たんですけど、まさか二か所あるなんて……ふぇっ、ヒック、ヒック、グスン」

　言いながら、だんだん涙声になってくる美星に、清音が呼びかける。

「泣いてたってしょうがないでしょっ！　とにかく早く指定の目黄不動へ行きなさい！」

　清音の声に、ますます美星は泣きじゃくる。

「あ、あたしのせいで、天地さんが、天地さんがあ～。ウワーン！　清音ェ!!」

　その時、通信機から砂沙美の声が聞こえた。

「美星さん、まだ大だい丈じよう夫ぶですから。落ち着いて、行ってください」

「そうよ、砂沙美ちゃんの言う通りよ。もう一度地図をそこに送るわ。とにかく一刻も早く正しい場所に設置するのよ」

　子供をあやすように鷲羽が言った。

「はいっ。グスン」

　優やさしい砂沙美の言葉に励はげまされながら、ようやく美星は気をとり直し、正しいポイントへと向かった。

　お約束通り、やってくれましたが、今回のボケは笑ってすまされない。




「阿知花ちゃん、しっかりして！　阿知花ちゃん！」

　意識のない阿知花を抱き起こして、信幸は並べた椅い子すの上に横たえた。

　光球はなおも迫せまって来る。その時だった。阿知花と信幸の前に、一人の男が飛び出した。

　ＧＰ隊員の冴羽人である。

　冴羽人は、光球に向かってライフルを構かまえ、照しよう準じゆんを合わせた。

　ガラス越ごしに正面に対たい峙じするところまで降下してきた、光球からの強力なプレッシャーで、窓ガラスが砕くだけ散った。しかし、冴羽人は微び動どうだにせずライフルを構え、大容量のビームを光球目がけて発射した。

　攻撃を受けた球体は、プラズマを発しながら急激に膨ぼう張ちようし、弾はじけるように一面を異世界に取り込み始めた。

　そこはオーロラが輝く亜空間であった。

　やがて、幾いくつもの光点が収しゆう束そくし、それは人の型を取り始めた。

　そして、まばゆい光が消えると、能面のような不ぶ気き味みな顔に長い長いマントを引きずった、人間の姿が現れたのである。

　と、同時に亜空間は消えていた。
















　よく見ると、怪かい人じんの纏まとっている黒いマントは、靄もやのようなものだ。

「禍か因いん……現れたな！」

　冴羽人は、ライフルを構え直し、その不気味な魔物と睨にらみ合った。

　だが、禍因は悠ゆう然ぜんと佇たたずみ、その能面の顔は、不吉に笑っていた。

「クククククッ、ギャラクシーポリスの生き残りか。ここまで追いかけて来た根こん性じようは認めてやろう。だが、これまでだ……」

　禍因は、右手をかざすと指先から、強いプラズマを冴羽人に向けて放はなった。

「ぐわあああっ……」

　激しく身み悶もだえしながら、冴羽人は倒れた。

「ぐっ……か、禍因……き、貴様だけは……俺おれが……」

　それを見み下くだして、怪人は氷のように冷たい笑みを浮かべた。

「クククッ、身のほど知らずめ……我わが力に逆さからいしことを後こう悔かいするがよい」

　禍因が黒い靄のマントを広げると、そこから青いプラズマが冴羽人を襲おそった。

「ぎゃ～っ!!」

　なんということだろう！　青い光に包まれた冴羽人が、禍因のマントの中に造り出された亜空間に、吸い込まれてしまったのだ。

「冴羽人さんっ!!」

　思わず、天地が飛び出した。

「危ないッ！　来るんじゃない！」

　どこからともなく現れた少年に向かって叫ぶ信幸の声に、阿知花が意識を取り戻した。

「ウッ、信幸君？」

「阿知花ちゃん、阿知花ちゃん!!　僕ぼくが分かるかい!?」

　阿知花は、ぼんやりと見え始めた目で、信幸を見た。

「信幸君、こ、ここは？」

「展望台……東京タワーの展望台だよ」

「東京タワー……展望台……うっ！」

　また痛みが襲った。

「大だい丈じよう夫ぶかい、阿知花ちゃん！」

「……怖こわい！」

　阿知花が、信幸の腕にしがみついてきた。

　信幸はとまどいながらも、しっかりと阿知花を抱きとめた。

　信幸は先ほどの少年が気になり、振り返った。阿知花もそちらに視線を向けた。

　少年は、勇ゆう敢かんにも怪人に立ち向かっていた。

『あの子は……』

　阿知花は不思議な感かん慨がいに、胸が締しめつけられる思いがした。

　天地は、懐ふところから〝天地剣〟を出し、身構えた。

　禍因はやはり、不気味な笑いで新しい敵を迎むかえ入れた。

「ほう、お前の方から現れるとは……クククククッ、丁ちよう度ど、よかった。私は樹じゆ雷らいを根ね絶だやしにしたいのだ。お前が生まれる前にそうしてやろうかと思ったが、こうなればここで、こうしてくれるわ。死ねーっ」

　バシバシバシッ！

　さっき冴羽人に向かって発せられた青いプラズマが、今度は天地を襲おそった。

「ぬおおおおお！」

　天地は、プラズマを天地剣で受け止めた。

「ほうー、クククククッ」

　禍因はうれしそうに笑った。

「ま、守ってみせるぜ……母さんを……」

　天地がプラズマを徐じよ々じよに押し返し始めた。

「……なかなかのパワーだな……吸収しがいのあるエネルギー量だ。それでは、これではどうだ……」

　禍因は、さっきよりも強きよう烈れつなプラズマを放った。

　さすがの天地も、今度はくいとめることができない。体が少しずつ青い光に包まれ、光球になっていった。

　そして、ついに禍因の暗黒のマントに吸収されはじめた。

「くそー、どうなってるんだ、この力は……」

　絶体絶命と思った瞬しゆん間かんだ。

「やめてえっ!!」

　その声と同時に、天地の体に衝しよう撃げきが走った。

「うぐっ！」

　信幸は、青い閃せん光こうが弾はじけるのを見た。

　今にも、怪人のマントに吞のみ込まれそうになっていた少年が、まるでスローモーションのように床ゆかに落下した。

　そして、その叫び声の主ぬしを見上げた。

　それは今まで自分にしがみつき、震ふるえていたはずの阿知花だった。

　すがりついていた信幸の腕を振り払い、すっと立った阿知花が、両手を前に出したと思った瞬間、今、目まのあたりにした光景が繰くり広げられたのだ。

「な、なにっ!?」

　禍因にも何が起こったのか、分からないようだ。

　阿知花が両手を前に突き出し、全身からオーラを発して立ち尽つくしていた。

　禍因は阿知花を、不気味な目で睨にらんだ。

「クククククッ、やはりそうか。おまえは今までの奴やつらとは違う……フッ、おまえを探して、こんな辺へん境きようの惑わく星せいまでやって来たかいがあったというもんだ」

　禍因は悠ゆう然ぜんと、阿知花に歩み寄った。

「おまえの力だ……おまえに潜せん在ざいする能力がこの私を苦しめるのだ」

　禍因は、右手を阿知花に向けて突き出した。その人差し指に、プラズマが集まりだした。

　阿知花の目が大きく開いた。

　倒れていた天地が、顔を上げて叫んだ。

「や、やめるんだ……か、禍因！」




　ちょうどその頃、鷲羽たちはイライラして、美星からの連絡を、今か今かと待っていた。

「まずいわね……これ以上長引くとコントロールが不可能になってしまうわ」

　時間因いん果が律りつコントローラーのモニターに映うつる、時間軸じくの波線を気にしながら、鷲羽がつぶやいた。

　と、その時だった。

「こ、こちらは美星で～す、ハアハア、ゼエゼエッ！　只ただ今いま、目黄不動へ装置をセットしました～！」

　通信機から、美星の声が流れた。

「やったー!!」

　一いつ斉せいに喝かつ采さいがあがった。

「よーし、よくやったわね。それじゃ皆、もう一度スイッチを入れるわよ」

　鷲羽は思いきりよく、遠えん隔かく操そう作さスイッチを押した。

　今度こそ『霊れい波は結けつ界かい発生装置』が作動し始め、すぐにその効果が現れた。

　東京中の木々の葉が震えだし、大空に舞まい上がった。そして、都内の五か所のポイントから空に向かって光が立ち昇った。

　目赤不動、目白不動、目青不動、目黒不動、そして目黄不動から。

　それぞれの不動明みよう王おう像ぞうから発した、得も言われぬ美しい光が、東京タワーへ向かって集まった。やがてタワー全体が、円えん柱ちゆう形にシールドされていった。

　それはまさに、禍因が阿知花にプラズマを浴あびせようとした瞬間だった。

　シールドによって裂さけ目が発生し、禍因はそこに吞み込まれはじめた。

「グアアアアアアッ！」

　誰だれもが、やったと思った。

　のもつかの間、その一瞬後、とんでもないことが起こった。

　禍因が、阿知花を道連れにしたのだ。

「きゃああああっ！」

　阿知花の悲鳴がこだました。

　天地は力を振りしぼって立ち上がった。

「○○○○○！」

　少年が何か叫んだような気がする。

　だが、阿知花には、もう何も聞こえなかった。

　空間の裂け目は、二人を吞み込むと、満足したようにその口を閉じ始めた。

　その時である！

「阿知花ちゃん！」

　猛もう然ぜんと信幸が阿知花を追って、自みずから深しん淵えんの世界に身を投じた。

　次の瞬間、最後の煌きらめきを放って、空間の裂け目は完全に消しよう滅めつした。

　遠い東の空に煌く、その最後の光を、食い入るように、いつまでも見つめている男があった。

　そう、東京から遠く離れた地で、娘たちの帰りを待っている柾まさ木き勝かつ仁ひと、その人であった。








第８章　宇宙暦５０７４８４……禍因消滅









「まさか、こんな……」

　鷲羽わしゆうは、事の深刻さに言葉を失った。通信機からもれたその言葉に、天てん地ちもいつもの冷静さを失っていた。

「鷲羽さん、母さんは、母さんはどうなるんだよ！」

「…………」

　鷲羽は答えない。

　通信機から、いら立った声が聞こえてくる。

「どうしたんだよ。何があったんだ、天地！」

「天地様！　お母様はご無ぶ事じではないのですか!?」

「天地さん！」

「天地兄ちゃん！」

「天地さん！」

「ミャー！」

　しばらくの沈ちん黙もくの後、鷲羽が重々しく口を開いた。

「天地殿の母上と、信のぶ幸ゆき殿まで異空間に連れ去られてしまったのよ」

　鷲羽の言葉が、終わるか終わらないかのうちに、魎りよう呼こが叫んだ。

「なんだって！　どういうことだよ、鷲羽！」

「お母様たちを、お救いする方法はありませんの!?」

　阿あ重え霞かも、せっぱ詰まった様よう子すだ。

「ムリよ……異空間の次元座標を特定することは不可能に近いわ。つまり、こちらからは行きようがないってことよ……」

「そんな……!?」

　天地が絶句した。

　皆から絶望のため息がもれた。

「……あっ、でも……でも、まさか、それは危険だわ！」

　何か思いついた鷲羽に、天地はまさに藁わらにもすがるような思いで懇こん願がんした。

「何ですか、鷲羽さん！　何か方法があるんなら言ってください。俺おれ、俺、母さんを助けるためなら何だってします!!」

「天地殿……」

　鷲羽は、母をこれほど思う天地に、心打たれた。

　そして、敢あえて危険も法律をも犯おかすことを決意した。

「分かったわ。皆、とにかく東京タワーの天地殿の元に集まってちょうだい。私は、その間に準備を進めるから……」

　と、言い残すと、鷲羽は一いつ旦たん通信を切ってしまった。




　その頃、信幸はどこまでも果てしなく広がる、青い光に満ちた異空間に、一人、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

「ここは、一体……？」

　辺あたりを見回しても、何もなかった。空も地面も何の区別もない、ただただ青い世界があった。信幸は、あらんかぎりの力を振ふりしぼって叫んだ。

「阿あ知ち花かちゃーん、阿知花ちゃーん、返事してくれよお」

　それは虚むなしい叫びだった。

　一体、何が起こったというのか。

　自分たちは修学旅行で、東京タワーに来ただけじゃないか。

　何だって、こんなことになったんだ。

　そんな思いで歩き始めた。あてがあるわけではない。しかし、じっとしていられなかった。

　信幸は何かに取り憑つかれたように、黙もく々もくと歩いた。いや、そうすることしかできなかったのだ。




　一方、阿知花は、禍か因いんに囚とらわれの身となっていた。

　異空間に吞のみ込まれたショックで、気を失っている阿知花を見下ろしながら、禍因は不ぶ気き味みな笑いを浮かべた。

「クククククッ。おまえの身は私のこの手に委ゆだねられた……。お前さえ消えてくれれば……」

　禍因は黒いマントを広げ、気を失ったままの阿知花へ向けて、プラズマを発しようと構かまえた。

「阿知花ちゃん！」

　その時、信幸が倒れている阿知花と、それに向かう恐ろしい怪かい人じんを見つけ、駆かけ寄ってきた。




　東京タワーの展望台に、天地を中心に、魎呼、阿重霞、砂さ沙さ美み、清きよ音ね、美み星ほし、それに魎りよう皇おう鬼きが集まっている。

　通信モニターから、鷲羽が語りかけた。

「天地殿の母上と父上を見つける、万にひとつの可能性があるとしたら……天地殿に母上、つまり阿知花殿の脳波をトレスさせて、魎呼にそのポイントまでテレポートさせることよ」

「母さんの脳波を俺が……!?」

　天地は、不安な面おも持もちでつぶやいた。

「そうよ。息子である天地殿になら、できるはずよ」

「だったらすぐに追いかけましょう！」

　阿重霞である。

「ちょ、ちょっと待ってよ。たとえそれで場所を特定できても、禍因を滅ほろぼすことはできないわ」

「じゃ、どうするんだよ！」

　魎呼が、じれったそうにモニターをたたいた。

「そこで、危険だけど『次元振しん動どう弾だん』を使うわけ！」

　悠ゆう然ぜんと言ってのけた鷲羽に、清音が驚おどろきの声を上げた。

「じ、次元振動弾ですって？　冗じよう談だんじゃないですよ、鷲羽さん。あれは惑わく星せいどころか、小銀河を破は壊かいするほどの威い力りよくを持っているはず……第一、使用には許可がいります!!」

「緊きん急きゆう事態よ、清音殿。目をつぶって欲しいの」

　そう言った鷲羽の声は、いつになく緊きん迫ぱくしていた。

「お前らがやらないって言ったって、あたし一人だってやるさ！　こちとら、既すでに宇宙のおたずね者なんだ。今さら、次元振動弾のひとつやふたつ、ぶっぱなすのにおじけづいてたまるかい!!」

　魎呼がきっぱりと言い放つ。

「私だってやりますわ！」

　阿重霞も後に続く。こんな時も二人の息はピッタリだ。たのもしいね！

「砂沙美だって、天地兄ちゃんのためなら、警察なんか怖こわくないもん！」

「ミャー！　ミャー!!」

「皆……俺のために……ありがとう」

　天地は、目の前が涙でかすむのを感じていた。

「まあ、相手が相手だから、ここで息の根を止めておかないと、また異空間から抜け出して来ないとも限らないしね」

　鷲羽は勢いを得て、ウインクした。

「清音ェ～！」

　美星が、清音の顔をのぞき込む。

「分かった、分かった……分かってるわよ。やりましょう」

　そう言った清音に、美星が抱きついた。

「だから大好きよ！　清音ェ!!」

　本当に、この状況を理解しているのだろうか。

　疑問!!




　そして信幸は、いつ終わるとも知れない戦いに身をおいていた。

　震ふるえながらも、精せい一いつ杯ぱいの気き迫はくで禍か因いんを睨にらみつけた。

　睨み合いの均きん衡こうを破ったのは、信幸のほうだった。恐ろしい怪人に向かって、拳こぶしを振ふり上げ、飛びかかっていく。

「うおおおっ！」

　拳が禍因の能面のような顔に命中した。いや、したと思ったが、何の手ごたえもない。あるのは、怪人の不ぶ気き味みな笑いばかりだった……。

「ククククククッ」

「やあっ!!」

「ハッハッハッハッハッ」

「えいっ!!」

「ワーハッハッハッハッ」

　それは、何度繰くり返しても同じことだ。

　やがて怪人は、もう十分楽しんだというように言った。

「さあ、疲れたろう。そろそろ、休ませてやろう」

　そして、また黒いマントを広げると、青白いプラズマを放はなった。

「うわあああっ」

　プラズマに包つつまれた信幸は、あっけなく禍因の足元に崩くずれ落ちた。

「あ、阿知……花ちゃん……」




　阿知花は、深い眠りの中にいた──。

　空から、幾いく万まんもの桜さくらの花びらが乱れ散る。

　はらはらと散りゆくのが悲しいのか、時折戸と惑まどいを見せて桜が散っていく。桜吹雪ふぶきのその中を、歩いているのは……阿知花本人だった。頭にも肩にも、払っても払っても花びらが舞まい降おりる。

　急に風が吹いた。花はな霞がすみが晴れ、少しずつ向こうに何かが見えてきた。ジッと目を凝こらして見ると、どうやら家のようだ。

　それは……どこかで見たことのある家だ。

　阿知花は「あっ」と思った。

　それは信幸のスケッチブックで見た、あの『夢の家』だった。

　阿知花は思わず笑顔になった。目を輝かせて見入っていた家の前に、誰かが立っていた。

「の・ぶ・ゆ・き・くん……」

　確かにそれは、優やさしく笑っている信幸だった。阿知花は、信幸に向かって駆かけ出した。

　信幸も阿知花に気づいて、手を振っている。

「阿知花ちゃ～ん……」

　その声は、遥はるか遠くの方から聞こえてくる。




「……阿知花ちゃん……」

「う……ん……」

　阿知花は、暗く深い眠りから覚さめかけた。

　まだぼうっとする頭で、辺あたりを見回した。

　目の前に、信幸の顔があった。

「阿知花ちゃん……」

　信幸が、弱々しく微ほほ笑えんだ。

「信幸くん……どうして……」

　傷だらけになって倒れている信幸に気づいた。

「ククククッ、いいところで目覚めたな」

　その声で、一気に東京タワーでのことが甦よみがえった。悪魔のような、不気味な怪人禍か因いんのことが。

　そして、悠ゆう然ぜんと二人の前に立ちはだかっている、禍因を見上げると、憎ぞう悪おの限りに叫んだ。

「あなたね、あなたがやったのね。許さない……私は、あなたを許さないわ！」

　風にあおられる炎のように吹き出した怒いかりに、阿知花は、いつか自分が恐れていたものが訪れたことを感じた。

　阿知花が、あの夕暮れ、ふと少年を振り返って感じたあの恐ろしさは、自分の力への恐怖だったのだ。

　地球で暮らす平和な日々のために、自分自身が、それとも勝仁が、封じ込めた樹じゆ雷らいの力。

　しかし、もうその恐怖心さえ、阿知花を止めることはできなかった。

　禍因に立ち向かう阿知花の体は、眩まばゆい光に包まれていた。

「行くわよッ！」

　禍因に向かって、激しい衝しよう撃げき波はを放つ阿知花。

　だが、禍因は黒いマントを広げてそれを受け止めると、そのまま阿知花に返した。

「ああっ！」

　自分の発した力をモロに受けて、阿知花は、地面にたたきつけられた。

　倒れた阿知花の上に、禍因が迫せまった。

　黒いマントが更さらに四方に広がり、阿知花をマントの中へ吸収しようとする。

　だが、阿知花は力を振りしぼり、再び禍因に衝撃波を放った。

　不意を打たれた禍因が、一いつ瞬しゆんひるむ。

　その時だった。

　阿知花の体に鋭するどい衝撃が走った。

　更に強きよう烈れつな記憶デ・ジヤ・ヴが甦よみがえってきた。

　母親の腕に抱かれ、安らかに眠る幼おさな子ご。

　町を見下ろす小高い丘の墓ぼ標ひようの前で、白い百合の花をたむける三世代の男たち。

　目の前をフラッシュバックする、数々の記憶の断片たち。その中でも、とりわけ阿知花の心を強く引きつけて、震ふるわせたのは。繰くり返し夢の中に現れ、理由もなく涙したあのシーンだった。

　シンシンと降る雪の中に佇たたずんで、泣きじゃくる一人の男の子。

　男の子の顔が、一瞬あの校門で見かけた少年の顔にダブる。

　男の子が泣きながら呟つぶやいていた言葉が、今ハッキリと聞こえてきた。

「○○○○○！」

「お……さん！」

「お母さん！」

　……天地!?……

　阿知花の脳のう裏りに、聞いたことのない、だが懐なつかしい名前が閃ひらめいた。

〝天地。天地。天地。ああ……〟

　不意の衝しよう撃げきにとまどう阿知花に、体勢を立て直した禍因が、襲おそいかかろうとした。

　次の瞬間！

「待てっ!!」

　阿知花の脳波をトレスした天地たちが、この異空間に現れた。

　まさに、阿知花に襲いかかろうとしていた禍因の前に、天地が割って入った。

「俺おれが相手になってやるっ！」

「天地っ!?」

　叫びながら天地を止めようとする阿知花の肩を、誰だれかがつかんだ。

「あなたは!?」

「どうにか間に合ったか」

　振り返って驚おどろきの声をあげる阿知花に、魎呼は軽くウインクして、背後の阿重霞を指し示した。

「阿重霞さん……あなたたちは……」

　阿重霞は、信幸を助け起こしていた。

　そして、その横では美星先生とバスガイドの清音さんが、何やら装置をセットしている。

「みんな!?」
















「準備ＯＫよ！　急いで!!」

　清音が叫んだ。

　その美星と清音に、襲いかかろうとする禍因の前に回り込んだ天地は、天地剣を構かまえて牽けん制せいして言った。

「早く、母さんを！」

　叫んだ天地の耳に鷲羽の言葉が残る。

『いいかい、霊れい波は結けつ界かい発生装置のシールドを３分間だけ弱めるから、その間に決着をつけるんだ』

「さあ、早く！」

　ぽっかりと口を開いた空間の裂け目から、まず信幸を抱きかかえて、阿重霞が脱出する。

　清音が、操そう作さパネルのボタンを操作しながら、さらに叫ぶ。

「エネルギーレベル・マクシマム！　カウントダウン・スタート！」

　次元振しん動どう弾だん起動し、カウントダウンを始める。

「行くわよ、美星！」

「は～い！」

　美星と清音も、空間の裂け目へ向かって走り出す。

　空間が、徐じよ々じよに消しよう滅めつし始めた。

　禍因の周囲に、プラズマの嵐あらしが起こる。

「うわあっ」

　その衝しよう撃げきに巻き込まれ、天地は吹き飛ばされた。

　その手から、天地剣が転がり落ちる。

　阿知花を助けて、脱出しようとしていた魎呼は、天地の危機に気づき、瞬間移動しようとした。

「うわあっ!?」

　だが凄すさまじいプラズマの嵐あらしが、魎呼をも弾はじき飛ばした。

「早く！　時間がありませんわよ！」

　空間の向こうから、阿重霞の緊きん迫ぱくした声が聞こえてくる。

　次元振動弾のカウンターが、目まぐるしい勢いでカウントダウンを続けている。

「天地様！」

　阿重霞が叫んだ。

　天地は、気を失っていた。

「もう時間がない！」

　清音も必死だ。

　阿知花は、天地の取り落とした天地剣が、自分の足元にあることに気づいた。

　急いでそれを拾ひろい上げ、グッと握にぎり締しめると、天地剣に燦さん然ぜんたる光の刃が出現した。

　天地剣を構かまえた阿知花の凜りんとした姿は、まさに樹じゆ雷らいの直系の皇おう女じよの姿だ。

「すげえ！　さすがは天地のおっかさん……だが相手が悪すぎるぜ。阿知花っ、ひきあげるんだ！」

　魎呼がそう叫んだ時には既すでに、阿知花は禍因に向けて、剣を突き出そうとしていた。

「魎呼さん、天地を……は、早く連れて行って……お願い」

　と、言うが早いか、迫せまり来る禍因に向かい、渾こん身しんの力を込めて、天地剣を振り下ろした。

　これが禍因の恐れていた力なのだろう。

「ギャアアアアアアーッ」

　なんと見事に剣先が、一撃で禍因の能面を打ち砕くだいた。

　絶叫し、悶もだえ苦しむ禍因。

「早くっ!!」

　天地を抱かかえた魎呼の呼ぶ声に、阿知花は、空間の裂け目へと駆かけた。

「グ、グオオオオーッ」

　苦しみながらも禍因が迫った。その黒い影が追いつく寸前、阿知花は裂け目に飛び込んだ。と同時に裂け目はその口を閉じた。

　一瞬の後、次元振動弾のカウンターがゼロを示した。

　閃せん光こうを放って、次元振動弾が爆発した。

　空間全体に亀き裂れつが走り、ひび割れた鏡のように、異空間が粉こな々ごなに砕け散ってゆく。

　闇やみに消える最後の閃光に、能面のような禍因の顔が浮かび上がったかに見えたが、それを天地たちが知ることはなかった。




　東京タワー前のバスターミナルは、先さき程ほどの曇どん天てんが噓うそのように、明るい日差しの中にあった。

　修学旅行最後の見学を終えた生徒たちが、ガヤガヤとバスに戻もどってきている。

「あの子は？」

　心配そうに尋たずねる阿知花に、清音が答えた。

「応急手当をして、休ませています。大だい丈じよう夫ぶですよ。もうじき、気もつくでしょう」

「そう。ありがとう」

　名な残ごり惜おしそうな阿知花に、禍因の消しよう滅めつと共に過去へやって来た、鷲羽が切り出した。

「阿知花殿。禍因が消滅した今、すべての因いん果が律りつは元に戻りました。今度のことは、誰だれにも記き憶おくされるべきものではありません。すでに、あなた以外の人たちの記憶は、消してあります。もちろん信幸殿の傷も、痕こん跡せきはすべてです。そして、あなたの記憶も消さねばなりませんわ」

「ええ……私は信幸くんと一いつ緒しよに生きます……それでいいの」

「そうね」

　鷲羽は「ふっ」と微ほほ笑えんだ。

「もう、行ってしまうの？」

　魎呼の、阿重霞の、美星の、清音の、そして砂沙美と魎皇鬼の顔を見渡しながら、阿知花が言った。

　皆も寂さびしそうに、でもきっぱりと頷うなずいた。

「親おや父じさんと、いや、信幸と仲良くな」

　魎呼がいつもの調子で言った。

「ええっ……さようなら。あなたたちが来てくれて楽しかったわ。でも、もう二度と会えないのね……。天地を……あの子をよろしくね」

　阿知花は、そこで言葉を切ると、思いきったようにつけ加えた。

「私は、あの子が一番大変な時に、一いつ緒しよにいてやれないみたいだから」

「阿知花殿！」

　鷲羽がとがめるように、でも小さく叫んだ。

　皆はただじっと、阿知花の形のいい唇くちびるを見つめた。

　阿知花は、少し微ほほ笑えんで言葉をつないだ。

「樹じゆ雷らいの力に目め覚ざめた時、私は未来を見てしまったの。でも大丈夫、怖こわくないわ。私には信幸君がいる。そして、信幸君の血を引く天地を産むんですもの……」

「天地殿に会わせてあげたいけど、タイムパラドクスが生じる危険があるの」

　鷲羽が冷静に言った。

「ええ、分かっています」

「阿知花ちゃーん！」

　バスの中から、阿知花を呼ぶ信幸の声が聞こえた。

「私たちももう行かなくっちゃ」

　鷲羽は、寂しそうな、しかし毅き然ぜんとした阿知花の横顔をじっと見つめ、そして阿知花の記憶を消した。

「あばよ」

「お元気で」

「さよなら」

「サヨウナラー、グスッ」

　それぞれが、阿知花に別れの言葉を告げた。




　東京タワーを後にしたすずめ観光バスは、たくさんのすずめたちと思い出を乗せ、東京駅へと着いた。

　予定通りの新幹線ひかり号に乗車した一行は、懐なつかしい故郷への帰路についた。

「あー、疲れたあ」

「ねえ、ねえ、お土産みやげ、何買った？」

「もう帰るのかー。なんか寂しいなあ」

　ワイワイガヤガヤと相変わらずうるさいクラスメイトたちの中で、阿知花は、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。

「阿知花ちゃん、疲れたのかい？」

　隣となりの席で信幸が、心配そうに阿知花を見た。

「なんだか僕ぼくは、変な夢でも見ていたようでとっても疲れちゃった。ほんとに大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。ねえ、信幸君、いつか見せてくれた、家の絵があったでしょう？」

「ああ」

「ほんとにいつか、一いつ緒しよにあんな家に住めたらいいね」

「え？　あっ……うん」

　うろたえて、真っ赤になりながらも、信幸は大きく頷うなずいた。

　この時、信幸の夢の家に、もうひとつ大きな夢が加わった。

　今、隣にいる阿知花を、家の住人にすることだ。

　二人は、過ぎていく東京の雑ざつ踏とうを眺ながめながら、同じ夢を交差させていた。しかし、この時まだ二人には、そんな夢が現実になるなど、思いもよらないことだった。

　まだまだ二人はこれから、進学や就しゆう職しよくという人生のハードルを、幾いくつも越えていかなくてはならない。

　苦にがくも楽しい青春の日々は、まだまだ続く。

　暮れなずんでいた大都会にも、人々の悲ひ喜きこもごもを包つつみ隠かくすように、静かに夜のベールが降り始めた。

　やがて西へ向かうひかり号のテールランプが、すうっと闇やみの彼方かなたへ消えて行った。








エピローグ









「大体おめえは、普段はお嬢様づらしているのに、イジきたねえな」

「何ですって！　お父様が広島の出張で、せっかく買ってきてくださったモミジ饅まん頭じゆうを、あなたが一人で食べようとするからじゃありませんか」

「おやおや、またお父様か。気安く呼ぶんじゃねえよ。親おや父じさんだって、天てん地ちだって迷めい惑わくだってよ」

「まあー、いつ迷惑だっておっしゃったの。それに、大切な方に親愛の情を込めてお呼びするのが、どうしていけないの？」

「誰だれもおめえに、大切にしてもらいたくねえよ」

　あいかわらずのレベルの低い会話が聞こえている。

　裏返すと、この手のやり取りがある時は、平和な証しよう拠こでもある。




　１９９６年、春真っ盛り。

　やわらかな春の光に包つつまれた柾まさ木き家は、のどかと言うには、あまりに騒そう々ぞうしかったが、いつもの柾木家であった。

　天地は、茶の間の喧けん騒そうを逃のがれ、縁側にひとり佇たたずみ、１９７０年で最後に見た母親の姿を思い出していた。

　人込みでごったがえす東京駅の、修学旅行帰りの一群の中に、ひときわ輝いて見えた母の姿。

　東京タワーで、気絶している間に会わずに別れたのは、鷲羽わしゆうさんの思いやりだったのだろう。

　それに、母の強い意志の表れだったのかもしれない。

　だが天地は、どうしようもない衝しよう動どうに駆かられた。

　会って触ふれることなどできないことは分かっていた。しかし、子供の頃、フィルムの中で見た女子高生は、決して架か空くうの登場人物ではなく、幼おさない時のかすかな記憶に残る母そのものであったと分かった今……自分の知らない時代の母の姿を、自分の目に焼きつけておきたかった。

　どうしても現代に戻もどるまでに、元気な顔を見たくて、鷲羽さんに柱の陰かげから覗のぞくだけ、という約束で連れて行ってもらった東京駅だった。

（あんなに生き生きしてたのに……。あんなに輝いていたのに……）

　どうして今、母はここにいないのだろうか。

　そして、あの不吉な鷲羽の言葉が蘇よみがえりそうになった時、信のぶ幸ゆきが天地の側そばにやって来た。

「よう、天地。どうしたんだ、こんなところに一人で……」

　天地は、庭の楡にれの木の木こ漏もれ日を、眩まぶしそうに見ていた。

「……なあ、親父は母さんが幸せだったと思うかい？」

　いきなりの天地の問いかけに面めん食くらって真っ赤になるほど、今の信幸は若くはなかった。いや、と言うより、今の天地の気持ちを誰が分かろうか。

　いつもの調子で、信幸は答えた。

「ああ。もちろん、幸せだったさ」

「どうして？」

「そりゃもちろん、憧あこがれの私と結婚できたからだ！」

　明るくＶサインしながら言う信幸に、天地は無む性しようにハラが立った。

「もういいよっ！」

　と言うと、縁側から飛び降りた。

「うーん。思春期の少年の心は難むずかしいなあ」

　天地の後ろ姿を見送りながらそう言った信幸は、自分も縁側から庭に下り、柾木家を振ふり仰あおいだ。

『……幸せだったさ。わずかの間だったが、この夢の家で一いつ緒しよに暮らせたんだから。なあ、阿あ知ち花か……』

　信幸は26年前、修学旅行の帰りに阿知花が言った言葉を思い出していた。

〝信幸君、いつかあんな家に一緒に住めたらいいわね〟

　家の上に、白い雲がひとつポッカリ浮かんでいた。




　縁側を飛び出して、天地は母の眠る丘まで一気に駆かけ上がっていた。

　今日のように晴れわたった日は、遠くを見渡すことができる。

　見ると、墓ぼ標ひようの前に新しい白い百ゆ合りの花が揺ゆれている。

「……親父!?」

　お袋の命日には必ず、抱かかえ切れないほどの白百合を供そなえて言っていた。

『おまえの母さんは、この白い百合の花が大好きだったんだぞ』

　時々親父は、一人でここに来ているのだろう。本当の親父の心が、少し見えるようだった。

『親父があんな明るい性格になったのは、お袋のお陰かげかな』

　さっきの親父を思い出して、あんな態度をした自分にテレた。




　だが、天地の心を、ずっといら立たせている言葉が気になった。

　それは、鷲羽の言ったさりげないひと言だった。

〝禍か因いんを封ふう印いんした樹じゆ雷らい皇おうは、その戦いが元で早死にしているわ〟

『まさか、母さんもあの戦いが元で、若くして死んでしまったんだとしたら？　だったら、俺おれが、俺が母さんを殺したんだ！　必ず守ってみせるなんて、イキがっていただけなんだ』

　天地の頰ほおには、涙がとめどもなく流れていた。

　ガサガサッ。

　小藪やぶの揺れる音に、天地は慌あわてて涙を手の甲でぬぐった。

「天地殿！」

　草を搔かき分けて顔を出したのは、鷲羽だった。

「一人で、どうしたの？　ははあー、何考えてたか、当ててみようか。母上のことでしょ？」
















　図ず星ぼしをさされ、天地は遂ついに怖こわくて訊きけなかったことを、鷲羽に訊こうとした。

「鷲羽さん、俺……」

「馬ば鹿かねえ」

　真剣な瞳ひとみで、自分を見つめているそんな天地の気持ちを、鷲羽は察して言った。

「天地殿が過去へ行かなければ、母上は助からなかった。たとえ、天地殿を助けたせいで母上が早く亡なくなったのだとしても、天地殿が過去へ行かなければ母上は、26年前に死んでしまっていたんだから、同じこと」

「でも、俺が過去へ行ったのは、ついこの間のことじゃないか！」

　鷲羽の言葉の矛む盾じゆんを突いて、天地が言う。

　慌てずに鷲羽は続けた。

「そういうこと。天地殿、時間っていうのは、いつもどの時代にも安定しているものじゃないんだよ。

　人は、過去は定められたものだと思いがちだけど、未来が流動的であるように、過去もまた、日々、変化するものなんだ。

　つまり、こうしているうちにも、私たちのいるこの時代も、過去の影えい響きようで刻々と変化してるってわけ。分かるかな？

　だから、もし、母上が若くして亡くなったのがあの戦いのせいだとしても、それは、ひとつのきっかけに過ぎないんだし、あるいは、この先には過去が変動して、母上はあの戦いのせいで死んだのではなくなるかもしれない」

「鷲羽さん！」

　突然、天地が大きな声を上げた。

「それって、もしかしたら、過去のありようによっては、今、この時代に母さんが生きてる可能性もあるってことですか？」

「へ？」

　いきなりな話の展開に、さすがの天才科学者、鷲羽ちゃんも驚おどろいたが、しばらく考えてからこう答えた。

「まあ、そういうことも絶対ないとは言えないわね」

「そうか、そうなんだ！　やったー!!　ようし、過去を変えるぞー!!」

　歓かん声せいを上げながら、家へ向かって行く天地に、あっけにとられながら鷲羽は慌てて叫んだ。

「ちょっと待ちなさい！　過去を変えるってそんな簡単なことじゃないのよ。今回の件だって、私が陰かげでどんなに苦労したか……ちょっと天地殿ー!!」

　聞こえている様よう子すもなく、小こ躍おどりしながら駆かけていく天地を見送りながら、鷲羽は苦笑した。

「……ったく。男って、みんなマザコンなんだから」

　いつの間にか、鷲羽の後ろに立っていた勝かつ仁ひとが、空を仰あおぎながら言った。

「この広い空の下には、阿知花が元気に生きている……そんな世界も、あるのかもしれんなあ」

　さわさわと梢こずえをわたる春の風だちも、そっと二人の言葉に耳を傾かたむけている。

　遠くの山々が、少し霞かすんで見える。

　定刻通りの列車が、その山やま間あいを抜けて、次の町へと旅立っていった。

　柾木家はと見れば、妙に明るく騒そう々ぞうしい家族（？）が、また他た愛あいもないことで大騒ぎしている。

　勝仁が、信幸が、天地がこの見み慣なれた光景を、今、愛しながら生きている。

　そして、その三人を誰だれよりも愛した阿知花の心は、それぞれの胸の中にそれぞれの形でいつまでも生き続けることだろう。








「天地無用！」のこと　あとがきにかえて







真木　太郎　　

（パイオニアＬＤＣ　プロデューサー）　　






　時、１９９１年３月（おもいっきりのバブル時代）

　場所、アニメーションの制作会社ＡＩＣの社長室（きたない、せまい、オンボロ）


三浦（ＡＩＣの若社長、青年実業家風）「真木さん、これは女の子がいっぱい出てきてね、絶対に受けるアニメだから、ぜひやりましょう。ね、ね、ね。」

真木（アニメなんか分かりませんプロデューサー）「そんなもんですか、三浦さん。」

三浦「こんなもんですよ。だいたいこの手は定番といって、アニメの王道なんですから。」

真木「ふーん、それよりこの題名、変じゃありませんか？」

三浦「それは仮ですから。仮、仮。まあ、天地無用っていうのは、上からでも下からでもＯＫっていう意味で縁起もんですから。」（いまだにこういっている）

真木「!?。縁起もんじゃぁしょうがないですねぇ。やろう、やろう。」

三浦「ついでにこのモルダイバーという企画も……」



　かくして「天地無用！　魎皇鬼」のプロジェクトはスタートした。第１話のラストシーンの天地の柏手に、安易なやりとりで始まった企画に対する後悔の念がダブリ、自らも柏手を心の中で打つ真木であった。（なぜ、初号に三浦が来ない？）




　時、１９９４年春（向かうところ敵無し前夜）

　場所、ビヴァリーヒルズのホテルのバー（なんてったってアメリカ）


真木「三浦！　（すでに呼び捨て）テレビやるぞ、テレビ！」

三浦「そんなの、いつ決まったの？」

真木「今、思いついた。」

三浦「!?」



　かくしてテレビシリーズはスタートした。テレビ界の水戸黄門「サザエさん」に挑戦することになるとは……。




　時、１９９４年冬（向かうところ敵無し状態）

　場所、ＡＩＣ社長室（天地無用の印税により新築。きれい、ひろい、絢爛豪華、ソープの待合室風）


真木（アニメなら何でもまかせておけプロデューサー）「映画やろう！　映画。」

三浦（ベルサーチ大好きプロデューサー、中年実業家）「やっぱり、そうきたか。」

真木「ずばり、ラブ・ストーリー。泣かせの話にしよう。状大なスケールを持った映画らしい、映画だ。いままでの謎が解け、それが新たな謎を呼ぶ、天地無用の集大成にしよう。音は全部、ハリウッドで作ろう。すげぇのが出来るぜ。」

三浦「どこまででもついていきますよ。（演歌調）」



　待望の映画制作がスタートした。オリジナル・ビデオから始まった企画はテレビ・シリーズという頂点を極めた余勢をかって、まるで出世魚のようにそのステージを変えていく。




　時、１９９６年４月（バブリー時代再びか？）

　場所、なんにも変わらないパイオニアＬＤＣの会議室


真木（年収１０００万春闘中）「天地無用は不滅だ！　もっともっと作るぞ。」

三浦（ベルサーチからお歳暮もらったぞ）「また、なにいってんの？　このおやじ。」

真木「映画で全て燃焼し尽くしたイメージがあるけど、終わったわけじゃぁない。この映画をきっかけにして、さらに天地無用の世界を広げるんだ！　予告篇を作っている時にむらむらきたよ。」

三浦「真木さんも好きだねェ。原点に戻ってＯＶＡでも作ろうか。」






　なあんて会話のどこまでがホントでどこまでが冗談かはみなさんのご想像におまかせします。ともあれ「天地無用！」は当初の我々の予測をはるかに越えて、多くのファンの支持を得ることができました。ビデオからはじまって、ＣＤ、小説、コミック、単行本。もちろんイベントもやりました。テレビにもなりました。ＣＤ─ＲＯＭを始め、ゲームもあらゆる機種で展開しています（出てない機種はどれでしょう）。「天地無用！」というタイトルのついたアイテムはすでに総合計１２００万点を越えています。

　そうしたファンの愛情に支えられて96年春「天地無用！」はついに劇場映画として登場することになりました。我々映像を手掛けている人間にとって、映画というのは最高の夢です。そしてこの映画のテーマは「愛」と「夢」です。楽しんでいただけたでしょうか。

　こうやって「あとがき」なぞを書いていると、改めていままでの道のりを思い、作品に、ファンのみなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。

　最後にいままで支援していただいた関係各位、制作スタッフの仲間たちに感謝。個人名をあげられないほど多くの人々の共同作業の結果、それが「天地無用！」プロジェクトです。これからもよろしくお願いします。










天てん地ち無む用よう！ inイン LOVEラブ




夢ゆめの家いえ








ねぎしひろし
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